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ヘ
　
へ

若
し
何
か
、
未
だ
生
せ
ざ
る
存
在
（
物
）
が

ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

何
腱
か
に
有
ら
ば

ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

其
の
も
の
こ
そ
生
す
れ
。
其
の
も
の
、
有
ら
ざ

る
に

　
　
ヘ
　
　
へ

何
ぞ
存
在
（
物
）
が
生
ぜ
ん
。

　
　
　
未
起
県
有
燈
　
　
巳
有
何
頭
越
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有
超
無
放
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何
有
　
　
線
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潮
脚
生
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若
し
ま
た
、
此
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生
は

ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
ゆ
　
　
ヤ
　
　
へ
　
　
　
ぬ
　
　
　
で

生
じ
つ
、
あ
る
も
の
を
生
癒
し
む
る
な
ら
ば
、

　
　
へ

そ
の
生
を
、
更
に

　
　
　
　
ギ

如
何
な
る
生
が
生
せ
し
め
ん
。
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有
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不
レ
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ニ
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先
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シ
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ス
ル

（
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）
藁
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法
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時

　
　
　
ノ
　
こ
ハ
　
　
　
　
　
ズ

　
　
　
遺
時
不
レ
雄
生

　
　
　
　
　
シ
　
ル
ハ
　
セ

　
　
　
言
書
笹
書
考

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

若
起
更
有
起

若
生
已
復
生 　

　
　
　
　
　
モ

若
し
、
胴
の
生
が
此
の
（
生
）
を

生
せ
し
む
る
な
ら
ば
、
無
際
限
な
う
。

ま
π
若
し
、
生
な
く
し
て
「
巳
に
生
じ
た
る
も

の
」
あ
ら
ば
、

一
切
の
も
の
は
斯
く
の
如
く
に
生
せ
ん
。

　
　
　
此
起
無
窮
過
　
　
若
起
無
趨
起
　
　
法
難
如
是
趨

　
　
　
是
生
即
血
…
窮
　
　
　
若
虹
…
血
両
生
　
　
　
法
皆
～
如
是
町

有
な
る
も
の
に
も
、
無
な
る
も
の
に
も
、

有
に
し
て
無
な
る
も
の
に
も
、

生
起
は
全
く
可
能
な
ら
す
。

こ
の
こ
ご
前
に
已
に
謹
明
せ
ら
れ
た
り
。

有
彊
起
無
用

有
法
不
磨
坐 　

　
　
無
量
起
無
職
　
　
有
無
鰹
亦
然

　
　
　
無
亦
非
道
理
　
　
有
無
倶
不
毛

　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

滅
し
つ
、
あ
る
存
在
（
物
）
に
は

生
起
は
あ
り
得
す
Q

　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

而
も
又
、
存
在
（
物
）
に
し
て
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糞
芸
事
二
滅
し
つ
・
あ
詮
非
ざ
・
も
の
は
あ
毒
す
。

　
　
（
燈
）
　
若
滅
時
有
超
　
　
庇
義
則
凝
然
　
　
法
難
無
滅
暗
　
　
彼
燈
不
可
得

　
　
　

　
　
（
緯
）
　
若
減
時
有
生
　
　
無
燈
荷
可
得
　
　
若
法
不
滅
噂
　
　
彼
鰹
不
可
得

入
四

丁
碁
ぎ
琴
§
・
身
・
旦

問
題
　
叢
に
初
め
て
存
在
（
ブ
ハ
ー
ヅ
ァ
）
の
概
念
が
導
き
入
れ
ら
れ
る
。
そ
れ
は
「
何
慮
か
に
」
有

　
り
、
「
生
じ
た
る
」
も
の
で
あ
り
、
又
常
に
「
滅
し
つ
、
あ
る
」
や
う
な
も
の
、
裁
ち
現
金
的
に
把
捉
さ
れ

　
る
「
何
か
隔
を
指
示
す
る
。
斯
か
る
存
在
の
概
念
が
此
腱
に
現
れ
た
こ
ご
に
よ
っ
て
、
論
の
當
初

　
か
ら
の
生
住
滅
の
問
題
が
、
も
ご
一
存
在
に
配
す
る
何
等
か
の
論
義
で
あ
る
こ
ご
が
わ
か

　
る
の
で
あ
る
Q
そ
の
黙
は
最
初
か
ら
注
意
し
て
來
た
。
師
ち
一
方
で
存
在
に
自
膿
を
許
し
、

　
一
方
で
生
等
の
法
に
宮
膿
を
許
し
、
斯
く
脅
膿
を
有
す
る
存
在
ご
面
こ
の
關
係
か
ら
、
現
實
の

　
存
在
の
生
薬
、
即
ち
「
有
爲
な
る
も
の
」
の
成
立
を
説
明
し
よ
．
う
ゼ
す
る
考
へ
が
批
詐
の
灘
象
に

　
な
っ
た
。
そ
し
て
さ
う
云
ふ
考
へ
の
典
型
的
な
も
の
ε
し
て
七
法
重
三
説
が
求
め
ら
れ
、
そ

　
こ
で
は
存
在
の
生
起
を
本
生
と
生
生
の
相
生
關
係
か
ら
説
明
し
よ
う
ご
し
て
居
る
こ
ご
が

　
見
毘
さ
れ
、
先
づ
そ
の
黙
か
ら
批
評
が
始
め
ら
れ
た
。
即
ち
上
來
は
「
生
法
そ
の
も
の
、
生
起
」

　
の
可
能
か
不
可
能
か
が
問
題
に
な
っ
て
居
た
が
、
此
威
「
に
至
っ
て
「
存
在
の
生
起
」
が
問
題
に
な

　
溶
。
第
十
入
掲
よ
り
第
二
十
二
褐
ま
で
，
論
意
を
言
へ
ば
次
の
如
く
な
る
。
「
若
し
何
か
未
だ
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生
じ
な
い
存
在
が
何
威
か
に
有
る
な
ら
、
さ
う
云
ふ
存
在
が
生
す
る
こ
も
言
へ
よ
う
。
然
し

未
生
の
存
在
は
何
年
に
も
な
い
○
存
在
は
生
す
る
こ
ご
に
よ
っ
て
初
め
て
成
り
立
つ
の
で

　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

あ
る
。
だ
か
ら
『
存
在
が
生
す
る
』
ご
云
ふ
こ
ご
は
言
へ
な
い
の
で
あ
る
。
存
在
が
先
づ
有

　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

っ
て
そ
れ
が
生
す
る
の
で
は
な
い
。
又
生
法
が
先
づ
有
っ
て
そ
れ
が
存
在
を
生
せ
し
め
る

の
で
も
な
い
。
生
法
が
存
在
を
生
せ
し
め
る
こ
す
る
な
ら
、
そ
の
生
法
を
何
が
生
せ
し
め
る

か
。
　
生
法
に
更
に
生
法
あ
ら
ば
無
際
限
に
な
る
し
、
生
由
な
く
し
て
生
起
が
あ
ら
ば
、
一
切
の

存
在
が
皆
自
己
自
身
で
生
す
る
こ
ご
に
な
る
。
結
局
、
生
起
よ
り
先
に
考
へ
ら
れ
た
如
何
な

る
存
在
に
も
生
越
は
不
可
能
に
な
る
。
又
壷
焼
の
凡
て
の
存
在
は
皆
滅
し
つ
、
あ
る
も
の

で
あ
る
。
滅
し
つ
、
あ
る
存
在
に
就
い
て
の
生
起
は
猫
考
へ
ら
れ
な
い
」
ご
。
之
に
よ
っ
て

『
存
在
の
生
起
』
の
不
可
能
が
春
信
さ
れ
る
。
但
し
そ
れ
は
、
存
在
ご
法
ご
に
唐
薩
を
許
す
立

場
で
は
『
存
在
の
生
女
』
の
説
明
が
出
鼻
な
い
ε
云
ふ
こ
ご
で
あ
る
Q
だ
か
ら
此
の
批
評
の

根
本
的
に
要
求
す
る
こ
ご
は
自
前
の
否
定
で
あ
る
Q
そ
し
て
『
存
在
の
生
起
』
の
不
可
能
は

特
に
生
法
の
不
成
立
を
蹄
結
す
る
。
何
故
な
ら
ば
、
生
法
は
唯
だ
生
趨
を
可
能
な
ら
し
め
る

こ
ε
に
湿
て
の
み
自
書
を
成
立
せ
し
め
得
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
又
越
智
を
否
定
し
た

立
場
か
ら
存
在
ε
生
滅
の
問
題
を
考
へ
な
ほ
す
ご
き
に
、
右
の
批
語
中
の
「
未
生
の
存
在
は
何

　
中
山
魏
三
相
品
の
研
究
及
び
解
糧
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
五
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八
山
ハ

　
彪
に
も
無
い
」
（
師
ち
存
在
が
先
づ
有
っ
て
生
す
る
の
で
は
な
く
、
存
在
は
生
起
に
よ
っ
て
成

　
達
す
る
）
。
「
凡
て
の
存
在
は
滅
し
つ
＼
あ
る
」
等
の
命
題
が
生
か
さ
れ
る
こ
ご
に
な
る
。
自
膿

　
を
立
て
る
立
場
は
存
在
を
生
滅
の
外
に
置
き
、
欝
膿
を
否
定
す
る
立
場
は
存
在
を
生
滅
の
中

　
に
鳴
す
る
の
で
あ
る
。
そ
の
見
方
が
如
何
な
る
蹄
結
に
達
す
る
か
は
我
々
の
最
後
に
考
察

　
す
べ
き
問
題
で
あ
る
。

本
文
　
第
十
八
偶
、
前
掲
プ
ず
ン
氏
刊
本
の
梵
文
に
よ
る
ビ
漢
鐸
こ
の
聞
に
少
か
ら
ず
意
昧
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
開
き
が
出
撮
る
。
師
ち
梵
丈
は
「
若
し
何
か
未
だ
生
じ
な
い
存
在
が
何
庭
か
に
有
る
な
ら
、
其

　
も
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
ち
　
　
も
　
　
へ
　
　
も
　
　
や
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も

　
の
も
の
こ
そ
生
す
る
で
あ
ら
う
。
其
の
も
の
が
無
い
の
に
、
何
う
し
て
存
在
が
生
じ
よ
う
」
ご

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
け
へ

　
讃
め
る
が
、
之
に
麗
し
て
漢
鐸
の
意
味
は
「
若
し
何
か
未
生
の
存
在
が
何
威
か
に
有
っ
て
、
其
の

　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
へ
　

も
　
　
ヘ
　

へ
　
　
ち
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
ヘ
　
　
へ

　
も
の
が
生
す
る
な
ら
ば
、
其
の
も
の
は
已
に
有
る
の
に
、
斎
う
し
て
更
に
生
す
る
わ
け
が
あ
ら

　
う
」
ご
な
る
。
そ
し
て
問
題
上
は
梵
文
の
方
が
よ
い
の
で
あ
る
。
此
の
違
ひ
は
逐
う
考
へ
π

　
ら
よ
い
か
。
「
漢
鐸
原
本
ビ
現
存
梵
文
の
相
蓮
」
に
基
け
れ
ば
簡
軍
で
あ
る
が
、
相
違
ご
す
れ
ば

　
何
の
程
度
の
相
蓮
か
を
考
へ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
此
の
場
合
は
梵
文
の
最
後
の

　
語
「
、
ω
簿
こ
か
ら
「
・
」
を
除
く
ご
、
全
文
を
漢
繹
の
や
う
な
意
味
に
解
繹
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
る

　
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
原
典
の
相
蓮
ε
す
れ
ば
、
そ
の
相
違
の
程
度
は
先
づ
「
・
」
一
つ
の
範
園
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で
考
へ
ら
れ
る
。
そ
れ
以
上
の
相
蓮
が
無
か
つ
π
か
想
う
か
は
断
定
で
き
な
い
が
、
少
く
ご

も
此
の
黙
だ
け
の
相
違
か
ら
、
右
に
述
べ
π
意
味
の
開
き
は
解
繹
が
出
∵
肥
る
。
　
こ
の
場
合
、
漢

諜
原
本
に
7
」
が
脱
落
し
て
居
た
こ
も
、
或
は
諜
者
の
解
繹
で
取
り
除
い
た
ε
も
、
そ
れ
は
軌

れ
に
も
考
へ
ら
れ
る
。
そ
し
て
叢
に
「
・
」
を
除
い
た
形
の
梵
文
ご
笠
雲
ご
を
合
せ
て
見
よ

う
。
「
・
」
は
否
定
の
接
頭
僻
「
a
」
の
略
歴
で
、
之
が
附
け
ば
器
9
偉
ご
な
n
「
無
い
ご
き
に
］
の
意
昧
に

な
る
が
、
之
を
除
い
た
ω
蝕
は
「
有
る
ご
き
に
」
の
意
味
に
な
る
。
そ
し
て
。
・
銭
は
上
の
け
霧
ヨ
貯
（
其

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

の
も
の
）
に
か
、
り
、
そ
れ
は
「
何
腱
か
に
有
る
未
生
の
存
在
」
を
代
表
す
る
か
ら
、
全
膿
は
「
其
の
存

在
が
有
る
ε
き
に
」
ご
云
ふ
意
昧
に
な
り
、
之
が
漢
課
の
第
三
句
に
出
　
て
居
る
。
然
る
に
此
の

部
分
を
斯
う
解
繹
す
る
ご
、
前
の
文
章
に
隔
て
、
最
初
の
｝
§
臼
（
若
し
）
を
第
三
句
の
孚
ば
ま
で
か

け
て
「
若
し
何
庭
か
に
何
か
未
生
の
存
在
が
有
っ
て
、
そ
れ
が
生
す
る
な
ら
」
ご
讃
ま
な
け
れ
ば

な
ら
な
く
な
る
。
さ
う
黒
む
こ
ご
は
文
法
上
無
理
で
あ
る
が
、
無
理
で
も
さ
う
讃
ま
な
け
れ

ば
後
の
3
ω
臨
β
＄
鳥
こ
の
意
味
の
弱
き
が
っ
か
な
く
な
る
。
恐
ら
く
漢
課
の
形
は
こ
ん
な
所

か
ら
出
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
そ
し
て
、
漢
繹
で
も
意
味
は
蓮
じ
て
「
未
生
の
存
在
は
何
塵

に
も
無
い
し
、
存
在
が
先
づ
有
っ
て
そ
れ
が
生
す
る
の
で
も
な
い
」
ご
云
ふ
結
局
の
論
意
は
表

は
れ
る
の
で
あ
る
が
、
前
後
の
論
讃
の
關
係
か
ら
見
れ
ば
梵
文
の
意
味
の
方
が
遙
に
適
切
で

　
中
部
槻
三
相
品
の
研
究
及
び
解
羅
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
入
七
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折
口
墨
・
研
究
　
　
第
百
山
ハ
十
四
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
入
入

あ
る
Q
（
西
藏
文
は
漢
繹
ご
等
し
い
）

　
第
十
九
偶
、
漢
課
前
ご
句
は
適
當
な
意
繹
に
な
っ
て
居
る
。
既
出
第
十
六
掲
の
繹
例
ご
等

し
い
。
叉
「
所
生
」
は
屡
々
罷
る
羅
什
の
用
語
で
あ
る
が
、
場
合
に
よ
つ
て
「
生
す
る
こ
ビ
が
ら
」
こ

か
「
生
す
る
は
た
ら
き
」
ご
か
云
ふ
意
昧
に
解
し
て
よ
い
で
あ
ら
う
Q

　
第
二
十
偏
盒
黒
鴨
第
三
句
き
葛
巻
審
は
鐸
冨
号
な
く
し
て
」
の
無
漏
で
あ
る
が
、
こ
の
場
合
の

ウ
ト
鳥
山
ダ
が
生
法
ε
し
て
の
「
生
」
を
愚
昧
す
る
か
、
又
は
軍
に
「
生
す
る
こ
ご
」
を
意
味
す
る
か
、

ぜ
ち
ら
に
も
解
鐸
出
張
る
が
、
生
法
の
方
が
適
當
に
思
は
れ
る
の
で
、
和
課
は
「
生
す
る
こ
ご
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

く
し
て
」
ご
し
な
い
で
「
生
な
く
し
て
」
こ
し
元
。
漢
繹
も
「
離
レ
生
」
こ
し
て
居
る
ご
こ
ろ
を
見
る
ご
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

門
生
法
」
の
解
を
取
っ
て
居
る
か
と
思
は
れ
る
。
愈
又
第
四
句
の
「
法
皆
宙
ら
能
く
生
せ
ん
」
は
適

切
な
意
鐸
で
あ
る
Q
異
課
は
爾
方
ご
も
梵
文
を
看
護
し
て
居
る
。

　
第
二
十
…
掲
盒
梵
文
「
有
な
る
（
も
・
霧
）
」
「
無
な
る
（
霧
9
ご
」
の
形
容
詞
の
次
に
は
、
存
在
（
ブ
ハ
「
ヴ

ァ
）
の
概
念
が
略
さ
れ
て
居
る
。
そ
れ
は
後
の
方
ご
の
關
係
で
わ
か
る
。
そ
し
て
漢
課
は
其

れ
を
補
っ
て
居
る
。
盒
第
四
句
で
「
前
に
已
に
説
い
た
」
ご
云
ふ
の
は
因
縁
品
を
さ
す
。

　
第
二
十
二
偶
△
践
に
又
暮
℃
霧
皿
（
生
起
）
の
概
念
の
出
る
こ
ご
を
注
意
す
べ
き
で
あ
る
ゆ
三

相
品
の
霧
饗
豊
ご
暮
℃
義
父
生
法
）
ご
は
、
去
來
品
に
出
る
α
q
9
只
業
事
）
ご
ひ
q
ρ
自
乗
父
去
法
）
こ
の
關
係
に
相
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平
す
る
。
斯
か
る
概
念
の
別
が
中
論
の
論
罪
を
理
解
す
る
．
に
は
非
常
に
重
要
で
、
此
の
黙
に

　
な
る
ご
漢
諜
は
何
う
し
て
も
不
充
分
で
あ
る
。

　
命
題
を
含
む
黙
で
此
の
偶
は
重
要
で
あ
る
。

（
疹
　
　
考
）
　
　
　
，

（
H
c
。
）

（
H
O
）

（
い
O
）

（
沁
H
）

（
い
い
）

　
　
　
ル

（
廿
三
）
不
レ
住
法
堂
レ
住

　
　
　
シ
タ
ル
モ
　
　
　
　
　
セ

　
　
　
骨
法
亦
不
猛

　
　
　
ス
ル
　
モ
　
　
　
　
　
リ
セ

　
　
　
昼
時
亦
不
レ
佳

　
　
　
キ
モ
ノ
ガ
　
　
　
　

ガ
　
至
ン

　
　
無
レ
生
云
何
住

塩
「
一
切
の
存
在
が
滅
し
つ
、
あ
る
」
ご
云
ふ

ノ
＜
①
管
戸
搾
㈹
o
冨
伽
。
冒
（
昌
o
o
『
）
鼠
9
洋
。
ロ
房
3
男
臼
①
昌
磁
碗
U
ヨ
σ
Q
（
び
甥
響
勾
）
紫
σ
q
ゆ
三
遠
。
出
置
ぼ
⑦
噌
f

ど
く
O
ロ
。
げ
舞
H
げ
ロ
唾
O
嵩
8
0
ω
9
】
〔
緯
O
び
の
＝
リ
　
ノ
く
O
罠
H
O
o
。
O
惹
匂
。
識
O
μ
．
σ
’
〈
営
・
価
Φ
の
b
凹
O
げ
紳
O
コ
院
ε
げ
ゆ
鐸
．

ぞ
O
昌
＝
α
P
も
α
属
躍
房
酢
亀
器
昌
山
P
o
α
国
昌
房
8
ず
Φ
ロ
山
⑦
ゴ
O
吋
く
O
門
ぴ
嵩
ざ
げ
f

♂
く
Φ
ぽ
ず
O
m
厨
侍
h
O
ヨ
○
噌
畠
器
一
〇
一
お
ω
国
翼
ψ
8
7
0
訂
】
δ
箋
9
，
げ
ユ
ゴ
㈹
田
凱
O
団
暮
㎝
8
び
9
回
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

♂
＜
O
”
崔
。
ヨ
自
盛
豊
霧
閃
回
り
3
宕
げ
O
鐸
象
ゆ
器
切
話
9
警
Φ
剛
お
嵩
ぴ
O
冥
O
ユ
）
ニ
コ
喰
鴇
ω
O
『
け
屋
『
q
「
㊦
湊
濤
声
山
州
岡
旨
自
ぽ
韓
H
（
導
奨
器
9
調
）
・

タ
「
O
鐸
ロ
”
ぴ
①
”
，
O
げ
口
¢
囹
＝
房
［
O
げ
O
路
渇
＝
〔
切
5
嵩
恥
O
β
①
訂
ρ
o
q
O
毒
貯
，
創
O
P
＝
¢
m
ω
O
O
昌
ヨ
8
ぴ
9
回
●

U
鍵
㎝
o
邑
。
。
帥
犀
，
o
鼠
舘
ロ
三
碧
3
蜜
。
｝
】
〔
自
凱
m
｛
貯
。
滋
。
ω
o
茸
切
［
①
H
範
ポ
画
鴇
9
窪
見
。
回
μ
〔
膏
甑
購

U
器
も
。
磐
。
ぴ
玄
。
洋
質
請
〔
川
口
⑦
監
＄
3
餌
∴
同
一
9
一
7
0
己
。
・
口
。
お
議
＄
（
2
翼
0
7
¢
」
。
。
〔
黛
騨
2
切
9
g
鷺
N
皿
喰
：
　
　
．

国
ぎ
⑦
切
く
①
嶺
O
げ
2
己
O
コ
U
ヨ
㈹
窃
（
9
嶽
く
帥
）
団
員
誇
⑦
芝
碁
鵬
σ
q
O
げ
酔
ゑ
。
げ
［
9
戸

づ
N
畠
巳
。
簿
く
2
㈹
9
Φ
昌
自
分
F
山
鋳
U
ぎ
σ
q
（
σ
監
養
）
犀
。
琵
三
蝕
9
け
く
。
門
（
毛
μ
一
で
舘
岩
8
）
・

セ
　
ハ
　
　
　
セ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、

已
に
住
し
π
る
存
在
（
物
）
は
住
す
る
こ
ご
な
し
、

　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

末
だ
住
せ
ざ
る
存
在
（
物
）
も
住
せ
す
、

住
し
つ
、
あ
る
（
存
在
）
も
住
せ
す
。

末
だ
生
せ
ざ
る
に
何
も
の
が
往
せ
ん
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

中
弧
酬
獅
晒
三
相
口
悶
の
研
究
及
び
煽
解
羅
一

昌
9
珍
ぴ
膣
ρ
－
び
び
箇
く
騨
ω
瓜
滋
サ
9
け
団

9
ω
簿
即
甲
び
樹
固
く
O
昌
ρ
口
総
樹
9
賦
［

置
欝
賦
ω
峠
ぴ
9
焦
餓
ω
吐
け
9
昌
ρ
餌
ロ
9
プ

　
　
●
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
●
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O

犀
。
鳩
置
葺
℃
鍵
］
羅
餌
ゆ
0
9
鼠
舶
讐
舞
州
＝

　
　
　
　
入
九



1426

　
　
　
　
哲
學
研
究

　　

@　
@　

　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
ス
ル
ニ
ハ

（
廿
四
）
若
諸
－
法
見
時

　
　
　
　
レ
　
チ
　
　
　
　
カ
ラ
　
ス

　
　
　
是
則
不
易
レ
住

　
　
　
　
　
シ
　
ル
ハ

　
　
　
法
若
不
レ
芸
者

　
　
　
　
ニ
　
　
シ
　
ル
コ
ト

　
　
　
絡
鉦
少
・
有
一
句
．
事
；

　　

@　
@　
o　

　
　
　
　
　
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

（
廿
五
）
所
－
有
一
」
切
－
法

　
　
　
　
　
レ
　
　
　
　
　
　
ア
リ

　
　
　
烏
鷺
孝
死
粕

　
　
　
　
ニ
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

　
　
　
絡
不
レ
見
下
有
－
法

　
　
　
レ
テ
　
　
　
　
テ
　

ル
テ
ス
ル

　
　
　
離
　
老
死
一
有
占
住

　　

@　
@　

　
　
　
　
ハ
　
　
　
　
　
　
テ
ア
　
セ

（
廿
六
〉
佳
不
一
自
ノ
相
聞
臨

第
百
六
十
四
號

未
住
禮
不
佳

未
住
髄
不
住 　

　
　
佳
彊
亦
不
住
　
　
　
仕
ぬ
噂
亦
不
仕
一

　
　
　
住
不
住
癬
違
　
　
住
圧
搾
不
住

　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
り

滅
し
つ
、
あ
る
存
在
（
物
）
に

住
は
あ
り
得
す
。

而
も
又
、
存
在
（
物
）
に
し
て

滅
時
有
佳
者

若
滅
時
有
佳

無
趨
誰
當
佳

此
丈
可
有
盆

滅
し
つ
、
あ
る
に
非
ざ
る
も
の
は
あ
り
得
す
。

　
　
　
山
山
義
則
不
晶
然
　
　
　
著
法
彌
漸
滅
噂
　
　
　
彼
艘
不
↓
円
得

　
　
　
彼
無
燈
可
得
　
　
二
郷
ご
粗
蓮
　
　
住
位
中
無
滅

彼
一
切
語
法
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
而
無
老
死
相

認
法
於
常
時
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
離
老
死
有
住

爾
の
住
に
よ
っ
て
も
、
そ
の
同
じ
讐
・
つ
て
も
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ

一
切
時
に
於
て
、
　
一
切
の
存
在
（
物
）
が

ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

老
死
法
を
も
ち
た
る
ご
き
、

　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

如
何
な
る
存
在
（
物
）
が

老
死
を
離
れ
て
住
せ
ん
。

　
　
　
帽
回
博
有
瀞
老
死
　
　
　
何
等
是
佳
法

　
　
　
皆
皿
右
一
老
死
銅
　
　
　
而
有
何
等
法

　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

」

九
〇

珍
ゲ
津
罵
倒
騨
二
α
げ
団
9
ヨ
訓
コ
9
ω
蜜
9

つ
ρ
玄
鼠
く
9
芝
㌣
¢
℃
ρ
口
9
島
団
ρ
け
〇
一

《
ρ
O
o
？
9
菖
吐
5
島
び
蜜
9
8
魑
昌
9
◎
り
窪
，

ω
p
ぴ
野
口
く
○
ご
ρ
－
自
℃
9
℃
9
9
鴇
醇
①
＝

」
錠
9
1
嘗
三
碧
濁
ム
げ
霞
］
器
舶
嘗

ω
導
く
㌣
げ
げ
9
1
〈
Φ
切
β
の
程
く
9
α
蝕
一

躍
9
ワ
庁
げ
9
コ
萬
悶
9
け
ρ
日
Φ
び
び
訓
く
割

《
o
一
霞
9
1
三
舞
2
苓
臼
く
『
帥
＝

QD

ｯ
窯
什
蜜
9
1
－
2
P
蜜
9
団
笥
ω
一
高
騨
Φ
菅
暮
財
助
昌
碧
び
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住
異
住
未
住

　
　
　
　
　
　
住
不
自
粗
住

問
題
　
「
往
（
除
簗
繭
ご
不
成
立
の
論
謹
で
あ
る
。

　
於
て
自
己
の
性
質
を
維
持
す
る
こ
ご
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
へ

　
め
る
の
が
「
住
」
ご
云
ふ
こ
ご
で
あ
る
。

　
　
　
エ
テ
　
セ

血
痂
　
里
↑
相
埜

シ
　
ガ
　
　
　
ラ
　
ゼ

如
下
生
不
二
自
生
一

　
ル
が
　
　
ニ
デ
　
ゼ

早
戸
中
貫
書
生
轟

　
　
｛
鶴

　
、

へ住
の
住
立
は
可
能
な
ら
す

　
　
へ

恰
も
生
の
生
起
が

自
禮
に
よ
っ
て
も
他
膿
に
よ
っ
て
も
（
可
能
）
な

ら
ざ
る
が
p
如
く
に
O

　
　
此
義
則
油
然
　
　
面
起
不
自
起
　
　
亦
潮
騒
他
起

　
　
異
住
罪
遺
理
　
　
白
面
不
自
生
　
　
亦
不
猟
他
生

　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

、
　
　
、

蜜
滋
6
奉
＄
舜
団
ε
饗
8
一

簿
℃
鯛
q
器
矯
9
繁
9
昏
四
と
6
鋤
O
O

づ
？
9
1
叶
ヨ
9
3
⇔
9
℃
舞
9
1
9
日
睾
9
1
＝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
住
す
る
（
厨
貸
毘
）
ご
は
、
存
在
が
生
よ
り
滅
の
間
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
し
て
住
す
る
ご
云
ふ
出
來
事
を
あ
ら
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
此
の
場
合
「
住
」
は
「
生
」
ご
同
じ
く
自
盛
を
持
つ
た
法
ご
し

て
考
へ
ら
れ
て
居
る
か
ら
、
漢
諜
者
の
例
に
傲
っ
て
之
を
「
住
法
」
ご
言
ひ
あ
ら
は
し
て
置
か
う
。

　
　
　
ヘ
　
　
へ

そ
れ
で
住
法
が
存
在
を
住
せ
し
め
る
こ
ご
に
よ
っ
て
存
在
が
住
す
る
。
然
る
に
住
法
が
存

在
を
住
せ
し
め
る
の
は
同
時
に
住
職
自
身
が
住
す
る
こ
ご
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
住
法

　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

を
住
せ
し
め
る
の
が
住
住
で
あ
る
。
そ
れ
は
本
生
ε
生
生
の
關
係
に
相
応
す
る
も
の
で
、
斯

　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

く
本
々
ご
住
住
ε
の
相
互
作
用
か
ら
「
存
在
の
住
立
」
を
説
明
し
よ
う
ご
す
る
考
へ
が
批
詐
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

れ
る
。
　
批
詐
の
視
瓢
は
住
立
、
即
ち
住
す
る
ご
云
ふ
出
來
事
の
不
成
立
を
指
摘
す
る
こ
ご
に

　
　
　
　
　
　
　
　
ぶ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

へ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

麗
か
れ
る
Q
そ
し
て
住
立
は
此
の
場
合
「
存
在
の
住
立
」
か
「
住
法
の
馬
立
」
か
で
な
け
れ
ば
な
ら

　
中
層
魏
三
粗
品
の
研
究
及
び
解
繹
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
一
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九
二

な
い
か
ら
曽
爾
も
二
つ
に
別
れ
る
。
二
十
三
偶
よ
り
二
十
五
掲
ま
で
は
「
存
在
の
住
立
」
の
不

可
能
を
言
ひ
、
二
十
六
掲
は
「
記
法
の
手
立
」
の
不
可
能
を
言
ふ
。

　
第
二
十
三
偏
、
存
在
が
住
す
る
た
め
に
は
其
の
前
に
存
在
が
生
起
し
な
け
ば
な
ら
な
い
。

然
る
に
存
在
生
超
の
不
可
能
は
前
に
論
讃
さ
れ
た
。
そ
れ
で
先
づ
〔
未
だ
住
せ
ざ
る
に
何
も

の
が
住
せ
ん
」
ご
言
は
れ
る
。
存
在
の
生
起
が
成
立
し
な
け
れ
ば
存
在
の
住
立
は
成
立
し
な

い
の
で
あ
る
。
然
し
そ
の
黙
を
姑
く
措
い
て
も
、
住
す
る
こ
こ
か
ら
離
れ
π
存
在
自
禮
を
考

　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ

へ
て
、
そ
の
存
在
が
住
す
る
ご
云
ふ
説
明
は
成
り
立
た
な
い
こ
ε
を
、
例
の
三
時
の
論
法
で
指

摘
す
る
。

　
第
二
十
四
偶
「
一
切
の
存
在
が
滅
し
つ
、
あ
る
も
の
」
で
あ
る
こ
ご
か
ら
、
存
在
の
住
立
を
否

定
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
　
へ

　
第
二
十
五
偶
「
一
切
時
に
於
て
、
一
切
の
存
在
が
老
死
法
を
も
つ
て
居
る
ビ
き
に
、
如
何
な
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

存
在
が
老
死
を
離
れ
て
住
し
よ
う
を
云
ふ
、
弦
で
「
存
在
が
老
死
法
を
も
つ
て
み
る
」
ざ
云
ふ
命

題
が
重
要
で
あ
る
。
そ
れ
は
前
掲
の
「
存
在
は
滅
し
つ
、
あ
る
」
ご
云
ふ
の
ご
同
じ
意
味
で
あ

　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
へ

る
が
、
特
に
「
老
死
法
を
も
つ
」
ご
言
ふ
言
ひ
あ
ら
は
し
が
注
意
を
引
く
の
で
あ
る
。
此
の
老
死

へ法
の
原
語
は
宣
㌶
臼
鍵
9
鎚
ム
冨
厭
臼
9
で
、
叢
に
ダ
ル
マ
の
概
念
が
出
る
。
中
篇
中
に
は
、
ブ
ハ
ー
ヴ
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ア
（
存
在
）
の
概
念
は
多
く
出
る
が
、
ダ
ル
マ
（
法
）
の
概
念
は
極
め
て
少
い
。
而
も
存
在
ご
法
ε
の

概
念
が
明
か
に
な
る
こ
ご
、
叉
存
在
ε
法
ご
の
匿
別
ビ
關
係
が
明
か
に
な
る
こ
ご
は
、
龍
樹
の

哲
學
を
理
解
す
る
に
是
非
必
要
な
こ
ご
で
あ
る
。
そ
し
て
存
在
の
概
念
は
多
く
出
て
多
く

論
議
さ
れ
る
か
ら
、
存
在
の
概
念
ご
存
在
の
問
題
ご
は
理
解
し
易
い
。
然
る
に
法
の
概
念
は

出
る
こ
ご
少
く
論
議
さ
れ
る
こ
ε
少
い
か
ら
．
法
に
就
い
て
は
一
寸
如
何
な
る
こ
ご
が
問
題

に
さ
れ
、
叉
問
題
に
さ
る
べ
き
で
あ
る
か
“
よ
く
わ
か
ら
な
い
の
で
あ
る
。
唯
だ
稀
に
現
れ

た
も
の
を
手
掛
か
り
こ
し
て
其
の
場
合
の
言
葉
の
用
法
や
問
題
の
仕
方
を
注
意
し
、
一
方
存

在
の
問
題
を
充
分
記
憶
し
て
そ
れ
に
基
け
て
解
繹
す
る
よ
ヶ
仕
方
が
な
い
。
殊
に
此
の
…
場

　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

合
の
如
く
存
在
の
概
念
ご
直
接
結
び
付
い
て
用
ひ
ら
れ
て
居
る
例
は
、
解
和
上
有
力
な
手
掛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

か
り
に
な
る
の
で
あ
る
。
此
の
法
を
羅
什
は
相
ε
課
し
て
居
る
。
そ
れ
は
着
る
意
味
で
甚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

だ
適
切
で
あ
る
Q
法
は
存
在
の
相
に
嗣
係
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
然
し
相
ご
鐸
さ
る
べ
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
へ

原
語
（
一
9
障
り
9
9
β
騨
）
は
別
に
あ
る
。
巌
密
な
概
念
ご
し
て
は
相
ご
法
ご
は
同
義
で
は
な
い
Q
そ

　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
へ

れ
で
は
存
在
ざ
法
ご
相
こ
の
三
概
念
は
如
何
な
る
匠
別
ご
關
係
に
於
て
考
へ
ら
れ
ね
ば
な

ら
な
い
か
。
そ
の
解
式
は
第
「
章
に
於
て
大
膿
を
蓮
べ
た
。
相
は
存
在
の
属
性
ビ
し
て
存

　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

在
の
す
が
た
，
有
り
方
を
意
味
す
る
が
、
そ
れ
は
存
在
が
如
何
な
る
意
昧
に
於
て
有
る
か
を
指

　
中
論
魏
三
相
品
の
硯
究
及
び
解
羅
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
　
　
　
　
　
九
三
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・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
九
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

示
す
る
指
標
（
溶
窪
爲
。
δ
げ
。
巳
で
、
存
在
を
或
る
相
に
よ
っ
て
規
定
す
る
こ
ε
は
、
そ
の
存
在
を
或

　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
も

る
こ
ご
が
ら
ご
の
關
係
に
於
て
理
解
す
る
こ
ご
で
あ
り
、
其
の
こ
ご
が
ら
自
膿
を
言
ひ
あ
ら

　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
へ

は
す
の
が
法
の
概
念
で
、
法
は
、
以
て
存
在
を
有
ら
し
む
る
意
味
た
る
こ
ご
を
本
質
ご
す
る
、
ご

．
凡
そ
此
の
や
う
な
關
係
に
解
繹
さ
れ
る
。
法
の
概
念
を
斯
く
解
す
る
ご
、
因
明
の
論
理
で
命

　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

題
の
主
導
を
有
法
（
法
を
も
つ
も
の
）
賓
僻
を
法
ビ
言
ひ
あ
ら
は
し
て
居
る
こ
ε
、
も
關
係
が

付
く
ご
思
ふ
。
そ
れ
で
存
在
ご
法
ざ
の
三
概
念
は
、
日
本
語
の
「
も
の
」
ご
「
こ
オ
」
こ
も
の
、
「
す
が

た
」
を
云
ふ
三
つ
の
概
念
に
引
き
直
し
て
理
解
し
、
そ
こ
か
ら
出
登
し
て
問
題
を
考
へ
て
行
く

こ
ε
が
出
來
る
で
あ
ら
う
。
叉
そ
れ
が
適
切
な
理
解
の
仕
方
に
な
る
か
ε
思
ふ
。
そ
し
て

さ
う
云
ふ
仕
方
で
進
ん
で
何
う
云
ふ
結
果
が
到
ら
れ
る
か
は
今
後
に
待
た
れ
ね
ば
な
ら
な

い
。　

二
十
五
喝
に
あ
ら
は
れ
た
梵
文
の
用
語
例
、
及
び
そ
れ
に
封
ず
る
羅
什
の
諜
語
例
は
、
存
在

ご
法
ご
相
の
問
題
に
就
い
て
以
上
の
や
う
な
解
繹
を
導
く
噌
示
を
含
ん
で
居
る
。
然
し
此

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
へ

の
箇
所
の
問
題
を
理
解
す
る
た
め
に
は
「
存
在
が
老
死
を
離
れ
て
住
す
る
こ
ご
は
な
い
」
ご
云

ふ
意
昧
を
注
意
す
れ
ば
充
分
で
あ
る
。

　
第
二
十
六
掲
、
以
上
に
よ
っ
て
「
存
在
が
住
す
る
こ
ビ
」
の
不
可
能
が
論
士
さ
れ
た
。
次
に
「
住
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法
が
住
す
る
こ
ご
」
の
不
可
能
で
あ
る
が
、
こ
の
問
題
は
「
生
法
が
生
す
る
こ
¢
と
の
不
可
能
ご
同

　
じ
關
係
に
な
る
か
ら
、
軍
に
結
論
だ
け
で
論
意
は
略
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
　
　
　
　
へ

　
　
斯
く
存
在
ご
住
法
に
就
い
て
1
殊
に
丁
丁
は
存
在
に
置
か
れ
る
が
一
住
立
、
帥
ち
住

　
ヘ
　
　
へ

　
す
る
ε
云
ふ
出
無
事
の
不
可
能
を
論
ず
る
の
は
、
實
は
存
在
ご
法
ε
に
自
立
を
許
す
立
場
で

　
は
存
在
の
住
立
が
説
明
で
き
な
く
な
る
こ
ご
を
言
っ
て
居
る
の
で
、
根
本
的
に
は
自
騰
を
否

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
へ

　
賞
す
る
こ
ご
が
目
的
で
あ
る
。
そ
し
て
住
立
の
不
可
能
は
特
に
住
法
の
不
成
立
を
蹄
結
す

　
る
。
何
故
な
ら
ば
、
暦
法
は
唯
だ
奇
霊
を
可
能
な
ら
し
め
る
こ
ご
に
於
て
の
み
自
膿
を
維
持

　
し
て
成
立
し
得
る
か
ら
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

本
文
　
第
二
十
三
掲
、
盃
羅
什
謬
の
「
不
住
二
幅
住
法
」
の
『
法
』
は
存
在
を
意
味
し
「
不
住
」
は
當
然
「
未
住
」

　
ε
繹
さ
る
べ
き
も
の
で
あ
り
「
住
」
は
過
去
受
動
分
詞
（
巴
醇
巴
に
相
當
す
る
か
ら
「
住
し
た
る
」
ご

　
讃
む
べ
き
も
の
で
あ
る
。
斯
か
る
場
合
は
「
已
住
」
ご
諜
さ
れ
る
の
が
普
通
で
あ
る
。
第
三
句

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

「
住
時
」
の
次
に
は
『
法
』
の
語
を
補
っ
て
譲
む
ご
よ
い
。
そ
れ
は
梵
文
で
存
在
の
語
が
賂
さ
れ

　
て
居
る
形
を
其
の
ま
、
寓
し
て
居
る
の
で
あ
る
。
又
第
四
句
「
無
生
」
は
こ
れ
も
當
然
「
未
生
」
ご

　
謬
さ
れ
る
が
、
き
も
の
で
あ
る
Q
斯
く
此
の
掲
の
漢
書
は
個
々
の
課
語
で
は
七
島
で
な
い
も

　
の
が
あ
る
が
、
二
三
こ
し
て
、
當
時
の
原
文
ε
現
存
梵
文
ご
の
完
全
な
一
致
を
示
す
例
の
一
つ

　
　
中
論
魏
三
相
品
の
研
究
及
㌍
侮
繹
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
五
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九
山
ハ

で
あ
る
。

　
第
二
十
四
掲
、
梵
文
の
獣
ぼ
兵
住
）
は
此
の
場
合
は
「
往
哲
」
の
意
味
で
な
く
、
軍
に
「
住
す
る
こ
ε
」
を

意
昧
す
る
も
の
に
解
し
た
方
が
よ
く
は
な
い
か
ε
思
ふ
。
二
十
二
掲
の
「
滅
し
つ
、
あ
る
存

　
　
ヘ
　
　
へ

在
に
生
起
は
あ
り
得
な
い
」
ご
云
ふ
の
と
同
じ
調
子
の
文
で
あ
っ
て
、
こ
の
箇
所
の
ω
蚤
口
を
「
住

法
」
の
概
念
に
解
す
る
こ
ご
は
幾
分
適
切
を
訣
く
と
思
ふ
。
漢
課
も
動
詞
形
に
凝
し
て
あ
る
。

・
第
二
十
五
偏
「
老
死
法
」
は
梵
文
で
は
明
か
に
聖
目
飾
三
崩
巷
㌣
穿
ρ
§
9
ご
な
っ
て
ダ
ル
マ
の
語
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

用
ひ
ら
れ
て
居
る
。
然
る
に
漢
課
で
は
三
課
こ
も
「
老
死
相
」
こ
な
っ
て
居
る
。
そ
し
て
漢
鐸

で
普
疲
「
相
」
ご
課
さ
れ
る
原
語
は
ラ
ク
シ
ヤ
ナ
で
あ
る
。
他
方
梵
文
に
も
別
の
箇
所
に
は

｝
母
防
塁
錠
巷
匙
跳
ω
捧
一
算
ご
云
ふ
用
語
例
が
あ
る
。
だ
か
ら
、
こ
の
箇
所
の
ず
騒
ご
異
岩
甲
爵
9
コ
μ
類
は
、
現

存
梵
丈
に
は
斯
く
ダ
ル
マ
が
用
ひ
ら
れ
て
居
る
ご
し
て
も
、
漢
鐸
原
本
に
は
ラ
ク
シ
ヤ
ナ
が

用
ひ
ら
れ
て
居
た
か
も
知
れ
な
い
ビ
言
は
れ
る
か
も
知
れ
な
い
。
そ
し
て
そ
れ
は
さ
う
考

べ
得
ら
れ
な
い
こ
ご
で
は
な
い
。
若
し
さ
う
だ
侍
す
る
ご
さ
う
云
ふ
確
聞
で
な
い
ダ
ル
マ

の
用
語
を
手
掛
か
り
と
し
て
、
存
在
ご
法
の
問
題
に
就
い
て
何
等
か
の
解
繹
を
導
く
の
は
危

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

い
ご
言
は
れ
る
か
も
知
れ
な
い
。
然
し
こ
の
用
語
を
典
糠
こ
す
る
の
で
は
な
く
暗
示
こ
す

る
の
な
ら
、
假
今
こ
の
用
語
が
不
馬
下
だ
ご
し
て
も
、
前
述
の
や
う
な
解
鐸
の
串
る
こ
ご
を
妨



14ig

げ
る
も
の
に
は
な
ら
な
い
。
そ
し
て
若
し
こ
の
ダ
ル
マ
の
語
を
雨
声
な
も
の
、
師
ち
漢
諜
の

原
本
に
も
有
つ
元
も
の
ビ
推
測
し
得
る
理
由
が
他
に
見
出
せ
れ
ば
爾
都
合
の
よ
い
こ
ご
で

あ
る
。
第
一
に
ダ
ル
マ
抱
「
相
」
こ
す
る
課
語
例
が
他
に
あ
る
か
競
う
か
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

品
第
N
掲
に
出
る
。
帥
ち
目
。
切
9
ム
冨
§
ρ
を
「
妄
取
相
」
こ
す
る
。
こ
の
場
合
は
漢
繹
の
原
文
に

も
ダ
ル
マ
ご
あ
っ
た
で
あ
ら
う
こ
ご
を
否
定
し
得
な
い
理
由
が
あ
る
。
そ
れ
で
叢
に
ダ
ル

マ
を
「
相
」
ざ
す
る
課
語
例
が
唱
つ
得
ら
れ
る
こ
ご
に
な
る
。
そ
し
て
此
の
場
合
の
梵
文
の
ダ

　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ

ル
マ
は
「
老
死
法
」
の
場
合
の
ダ
ル
マ
ご
全
く
等
し
い
用
語
で
あ
る
。
　
だ
か
ら
「
妄
取
法
」
を
確
か

　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
へ

に
「
妄
昏
昏
」
ご
溶
し
た
例
を
も
つ
漢
語
が
「
老
死
洪
」
を
「
老
死
相
」
だ
卜
し
た
こ
し
て
も
矛
盾
は
な

い
。
だ
か
ら
漢
鐸
の
原
交
に
も
現
存
梵
文
ご
同
じ
く
ダ
ル
マ
の
語
が
用
ひ
ら
れ
て
あ
っ
淀

　
も
　

ヘ
　
ヘ
　
へ

こ
考
へ
て
も
差
支
な
い
。
そ
し
て
梵
文
か
ら
ダ
ル
マ
の
吋
語
を
除
い
た
形
を
よ
く
見
乃
ご
、
・

そ
れ
が
そ
の
ま
、
漢
諜
の
原
文
に
も
含
ま
れ
て
居
た
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
ご
が
わ

か
る
。
す
る
ご
ダ
ル
マ
の
代
り
に
ラ
ク
シ
ヤ
ナ
を
置
き
替
へ
臼
る
ざ
言
文
の
字
数
が
N
字
徐

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

る
。
こ
の
黙
か
ら
言
ふ
ε
漢
医
原
本
に
も
ダ
ル
マ
が
用
ひ
ら
れ
て
居
た
ε
考
へ
π
方
が
よ

い
こ
ご
に
な
る
。
　
さ
う
す
れ
ば
之
を
「
相
」
ご
繹
し
淀
の
は
天
馬
者
の
解
繹
で
あ
り
、
且
つ
そ
こ

に
は
問
題
に
甥
す
る
正
し
い
理
解
が
あ
る
こ
ご
に
な
る
。
そ
れ
等
の
瓢
を
綜
合
す
る
ご
き
、

　
中
論
槻
三
絹
品
の
研
究
及
び
解
羅
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
七
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哲
學
硬
究
　
　
第
百
山
ハ
ふ
一
四
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
八

此
の
掲
が
、
存
在
ご
法
ご
相
の
問
題
に
就
い
て
我
々
の
理
解
を
得
る
に
重
要
な
暗
示
を
含
ん

で
摩
る
の
で
あ
る
。
盈
ヌ
ブ
ハ
ー
ヴ
ァ
に
歯
し
て
「
法
」
ご
「
有
法
」
こ
の
二
様
の
繹
語
が
出
て
居

る
。　

第
二
十
六
掲
、
愈
此
の
掲
の
批
詐
に
は
「
本
質
ご
住
住
の
相
互
作
用
」
の
考
へ
が
豫
想
さ
れ
て

居
る
。
唯
だ
そ
れ
が
全
く
「
本
生
」
ご
「
生
生
」
の
開
係
に
等
し
い
の
で
詳
し
い
論
謹
を
略
し
だ
の

で
あ
る
○
和
深
の
文
は
第
二
句
の
「
住
」
が
主
語
で
、
第
一
句
の
「
別
の
住
に
よ
っ
て
も
㌧
同
じ
住
に

よ
っ
て
も
」
は
、
夫
々
「
軍
馬
に
よ
っ
て
も
」
「
暴
騰
に
よ
っ
て
も
」
を
意
味
し
、
全
燈
は
「
自
膿
に
よ
っ
て
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

も
他
騰
に
よ
っ
て
も
住
の
住
立
は
可
能
で
な
い
」
ご
云
ふ
在
々
で
あ
る
。
鳥
梵
文
に
は
ω
昏
建

ご
ω
夢
き
9
の
虚
語
が
あ
ら
は
れ
、
前
者
は
「
住
法
」
の
意
味
に
、
後
者
は
輩
に
「
住
す
る
こ
ご
」
の
意
味

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

に
解
し
て
巴
睡
魯
ω
け
冨
遠
耳
を
「
住
の
住
立
」
こ
し
、
そ
れ
を
門
生
の
生
起
（
信
9
豊
器
評
点
冨
q
菩
）
」
ざ
云
ふ

言
ひ
あ
ら
は
し
に
樹
せ
し
め
た
。
こ
の
場
合
の
梵
文
の
こ
個
の
葺
冨
畠
の
語
は
、
前
者
を
「
生
法
」

の
愚
昧
に
、
後
者
を
軍
に
「
生
す
る
こ
ご
」
の
意
味
に
解
し
た
。
漠
鐸
も
同
様
の
解
繹
を
取
っ
て

居
る
Q
斯
か
る
場
合
の
梵
文
の
息
み
方
は
何
う
し
て
も
論
理
に
指
導
さ
れ
る
こ
ご
が
必
要

に
な
る
の
で
あ
る
。
黒
風
灘
「
自
相
」
「
異
相
」
の
課
は
繁
々
適
切
で
な
い
。
「
自
立
」
「
異
膿
」
と
あ

っ
た
方
が
意
昧
が
は
っ
き
り
す
る
で
あ
ら
う
。
「
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ノ
モ
ノ
ハ
　
　
セ

（
鴬
豆
）
法
曽
－
滅
不
レ
滅

　
　
　
　
　
ノ
モ
ノ
モ
　
　
　
　
セ

　
　
　
未
－
滅
亦
不
滅

　
　
　
　
　
モ
　
　
　
　
　
　
セ

　
　
　
滅
－
時
無
不
レ
滅

　
　
　
キ
モ
ノ
ニ
　
　
　
ゾ
　
ラ
ン

　
　
　
佃
踊
る
生
何
回
有
レ
滅

　　

@　
@　

　
　
　
　
　
シ
　
ラ
バ

（
専
管
）
法
芦
辺
・
有
臨
仕
者

　
　
　
　
　
　
　
　
カ
ラ
　
ス

　
　
　
善
書
不
慮
レ
滅

（
塗
　
　
考
）

　
（
N
ω
）
　
国
貯
鳴
。
・
9
巳
魯
。
切
d
貯
㈹
（
乞
類
毒
）
。
。
8
ぽ
一
μ
旦
】
∬
○
ぎ
（
昌
o
o
げ
）
H
〕
一
〇
囮
昌
鵬
。
馨
碧
鳥
2
0
0
0
諄
一
σ
q
稔
。
窪
ゑ
。
窪
”

　
　
　
　
国
凹
＝
自
隠
8
び
O
昌
山
＄
自
摩
な
H
嵩
置
一
〇
ぽ
嚇
’
く
飢
O
ゲ
霧
d
ゴ
O
簿
。
陰
3
コ
自
O
雛
O
切
巨
峯
”

　
（
沁
わ
）
　
膨
。
博
鉱
昌
Φ
唐
’
、
2
α
q
o
財
。
昌
山
8
d
ぎ
α
q
『
Q
o
げ
〔
o
ぴ
窪
ω
8
ぴ
魯
三
〇
】
鴇
曽
コ
・

　
　
　
　
づ
『
器
三
〇
馨
く
。
お
⑦
び
g
口
島
ぢ
3
9
畠
σ
Q
o
ぽ
ρ
ぴ
臼
昆
。
ぽ
鐵
。
・
］
）
ぎ
㈹
舘
口
．

　
（
い
い
）
　
オ
＜
o
巳
♂
］
）
圃
ご
ひ
q
Φ
（
げ
｝
髄
奉
）
鑓
巴
｝
臼
N
o
澤
琶
搾
α
震
国
領
。
蕊
曝
露
σ
α
①
㎝
φ
犀
。
門
髪
導
益
．
伽
9
幹
2
げ
薯
ω
も
摩
ε
3

　
　
　
　
ノ
＜
O
｝
9
】
⑦
こ
。
門
躍
島
鳥
δ
O
げ
鐸
Φ
k
〆
雰
O
N
b
訂
昌
創
ω
8
門
ぴ
O
コ
。
噂
ぼ
O
ゴ
O
ロ
自
O
鄭
］
∪
ぎ
q
O
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
σ

　
（
い
O
）
　
U
拐
m
山
器
G
Q
琶
μ
窪
穿
「
o
H
　
o
ヨ
題
号
お
ω
ω
け
。
囮
範
二
＝
一
α
山
霞
0
7
（
○
ぴ
。
鴬
笛
。
器
皿
馨
9
一
湾
三
畠
庁
憎
こ
自
酌
σ
q
脚

　
　
　
　
タ
議
O
山
9
m
国
コ
3
伸
O
ゲ
O
β
＝
…
O
H
嵩
ロ
一
二
、
O
び
も
ρ
…
O
び
ロ
。
臨
ぴ
も
q
ひ
瓢
啓
山
鼠
O
｝
嵩
自
【
＝
δ
げ
P
コ
ロ
¢
「
O
引
O
コ
δ
8
げ
叶
幽

　
　
　
ノ

未
だ
滅
せ
ざ
る
も
の
は
滅
す
る
こ
ご
な
く
、

已
に
滅
し
た
る
も
の
も
滅
す
る
こ
ご
な
し
、

今
滅
し
つ
、
あ
る
も
の
も
是
の
如
し
。

　
　
　
　
せ
ざ
る
も
の
が
何
ぞ
滅
せ
ん
。

　
ジ
、
髭

未　藷
！
虐
～

未
減
法
不
滅

已
滅
法
不
減 　

　
　
E
滅
法
不
滅
　
　
鋼
帯
亦
不
滅

　
　
　
未
滅
法
滅
空
　
　
彼
等
時
亦
然

　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

已
に
佐
し
だ
る
存
在
（
物
）
に
は

　
　
　
へ

實
に
滅
は
あ
り
得
す
。

中
点
親
三
相
品
の
研
究
及
び
解
騨

無
業
何
等
滅

無
生
何
有
滅

蝕
「
＝
臼
至
純
薄
○
嵩
9
－
9
躍
マ
ニ
α
臼
ρ
ρ
普

昌
9
践
議
蜘
亀
置
場
巳
『
9
一
ζ
9
8
一

ぼ
怨
げ
飼
℃
陣
a
葺
ξ
げ
《
碧
コ
帥
幽
ρ
9
臼

宏
ヨ
a
簿
ρ
黒
鼠
讐
螂
グ
《
9
台
。
＝

馨
三
努
ω
鴇
ρ
銭
く
ρ
鳥
び
び
9
ー
ノ
類
ψ
団
9

艮
8
ユ
げ
。
”
影
去
℃
署
9
ユ
冤
ρ
ε
一

　
　
　
　
九
九
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哲
學
研
究

　
　
　
　
　
シ
　
バ
　
セ

　
　
　
法
言
不
在
者

　
　
　
　
　
　
　
　
カ
ラ
　
ス

　
　
　
是
亦
不
慮
滅

　　

@　
@　

　
　
　
　
ノ
　
　
　
　
テ
　
　
　
　
ニ

へ
廿
九
）
豊
富
於
一
業
㎝
墜

　
　
　
　
、
テ
　
　
　
　
　
ユ
　
ス
”
轟
ア
ラ

　
　
　
不
τ
骨
質
時
藏
轟

　
　
　
　
　
　
　
デ
　
　
　
　
ロ
　

　
　
　
是
法
多
寄
壁

　
　
　
　
　
テ
　
　
　
　
　
こ
　
ス
ル
ら
ア
ラ

　
　
　
不
下
書
真
ハ
時
｝
滅
ゐ

　　

@　
@　

@縫

　
　
　
　
ク
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

第
医
六
十
．
四
號

法
瞭
若
住
者 　

　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

未
だ
住
せ
ざ
る
存
在
（
物
）
に
も

滅
は
あ
り
得
す

　
　
　
滅
里
並
不
可
得
　
　
　
法
盤
若
無
州
住

何
こ
な
れ
ば
、
此
の
歌
態
が

滅
絶
不
可
得

同
一
の
状
態
に
於
て
滅
す
る
こ
ご
な
く
、

別
の
駿
態
が
、
そ
の
別
の
状
態
に
於
て

滅
す
る
こ
憲
な
け
れ
ば
な
り
。

彼
於
此
位
時

曲
分
位
定
住

（
三
十
）
如
昌
7
切
－
諸
－
法

　
　
　
　
　
ガ
　
　
　
　
　
　
ナ
レ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

　
　
　
生
－
相
不
・
可
－
得

　　

@
町
君
無
り
骨
相
醜

　
　
　
　
　
　
　
シ
　
　
　
　
モ

　
　
　
帥
年
無
出
滅
－
相
一

　　

@　
@　

若
一
切
諸
法

如
彼
「
切
法 　

　
　
不
郎
此
位
減
　
　
　
彼
某
黒
ハ
位
暗

　
　
　
得
分
位
顯
明
　
　
異
分
位
定
住

へ
　
ヘ
　
へ

一
切
法
の

へ生
が
あ
り
得
ざ
る
ご
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
、

そ
の
と
き
は
、

へ滅
は
あ
り
得
す
。

　
　
　
超
粗
不
可
得
　
　
　
以
鍋
…
趨
耕
故

　
　
・
生
和
不
可
得
　
　
　
即
此
一
切
法

か
く
て
一
切
法
の

亦
非
散
位
今

先
分
位
巳
滅

焼
滅
亦
不
撚

番
田
不
可
得

　
　
　
　
鳳
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○

昌
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9
馨
副
津
9
ω
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－
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℃
一
ぴ
一
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箇
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目
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酔
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9
、
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訓
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げ
ρ
同
9
1
－
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〈
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馨
げ
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⇒
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0
㍗
2
膏
戦
く
9
三
畦
詳
焦
財
踏
露
の
．
二

（意

ｵ
な
い
他
の
歌
態
で
も
減
し
な
い
」
の
意
）

団
9
鳥
甲
。
く
9
ψ
9
喉
く
ρ
山
げ
P
『
三
日
p
響
ご

β
ひ
石
岡
β
o
二
9
乙
℃
ρ
℃
9
畠
《
9
8
一

叶
9
ユ
訓
，
①
＜
9
雪
げ
　
ω
9
肖
く
勲
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げ
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ρ
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¢
訓
層
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三
δ
亀
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占
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9
ユ
団
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∂
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シ
　
　
　
コ
　
　
　
　
レ
　
　
　
ナ
　
フ
バ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「

（
惜
…
一
）
若
法
言
・
有
者

　
　
　
レ
　
チ
　
シ
ル
コ
レ

　
　
　
一
風
即
無
レ
有
レ
滅

　
　
　
　
カ
ラ
　
テ
　
　
　
　
ニ

　
　
　
不
レ
癒
下
於
二
－
塗

　
　
　
　
　
レ
　
　
ト
　
ト
ノ

　
　
　
　
　
ノ

　
　
　
而
有
ゆ
有
無
相
幽

　　

@　

@
露

　
　
　
シ
　
　
　
　
　
レ
　
　
ナ
ラ
ナ
ハ

　　

@　

@　

@　

@
　
｝

（
畳
二
）
若
法
是
無
言

　
　
　
レ
　
チ
　
シ
ル
コ
ト

　
　
　
旦
真
言
無
レ
有
レ
由
滅

　
　
　
フ
レ
バ
シ
　
　
　
　
　
バ

　
　
　
讐
如
＝
第
二
頭

　
　
　
ナ
ル
ガ
　
ニ
　
ル
ガ
カ
ラ
　
　
ズ

　
　
無
漁
舟
㍗
可
レ
断

　　

@　

@
露

　
　
　
ハ
ニ
テ
ス
ル
　
　
ア
　
フ

（
臭
覚
）
油
不
自
－
謙
卑
「

　
　
　
　
エ
テ
モ
　
　
　
　
セ

　
　
他
庸
亦
不
滅

　
　
　
シ
　
　
　
ニ
テ
　
　
　
ゼ

　
　
如
魯
庸
不
レ
生

　
　
　
　
ヘ
　
へ

實
有
な
る
存
在
（
物
）
に

　
　
へ

實
に
滅
は
あ
り
得
す
。

　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
へ

何
ビ
．
な
れ
ぼ
、
存
在
ε
非
存
在
こ
の

同
一
な
る
こ
ご
あ
り
得
ざ
れ
ば
な
）
o

法
若
有
燈
者

若
法
是
有
游

法
若
無
畿
老

無
法
即
無
果 　

　
　
府
立
無
滅
相
　
　
　
一
法
有
有
無

　
　
　
滅
帥
不
可
得
　
　
不
可
於
一
慮

　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

實
有
な
ら
澱
存
在
（
物
）
に
も

　
　
へ

ま
た
滅
は
あ
り
得
す
。

恰
も
第
二
頭
に

切
断
有
る
こ
ご
な
き
が
如
し
。

　
　
有
豊
富
不
然
　
　
如
無
第
二
頭

　
　
滅
亦
不
可
得
　
　
如
無
難
二
頭

、、　
　
へ

恰
も
生
の
生
起
が

秘
義
不
慮
爾

－
有
有
無
照
性

不
可
雷
其
噺

不
可
言
立
倫
鋤

滅
は
そ
れ
自
尊
に
よ
っ
て
有
る
に
非
す
Q

滅
は
他
膿
に
よ
っ
て
（
有
る
）
に
非
す
。

中
論
槻
三
相
品
の
研
究
及
び
解
繹

ω
簿
窮
o
ρ
け
9
1
＜
9
山
ぴ
ロ
9
1
く
9
ω
団
9

9
δ
鮎
げ
。
昌
ρ
舜
づ
即
b
9
9
団
舞
6
一

〇
犀
導
く
O
嵩
9
ぼ
玄
凱
く
9
り
0
9

昌
㌣
9
び
げ
珍
重
8
去
℃
9
℃
銭
同
縛
〇
二

9
ω
醇
O
｝
豆
昌
9
ぴ
げ
9
1
く
9
ω
油
層

託
尻
○
亀
昼
¢
℃
9
℃
鋤
創
団
彗
〇
一

⇒
乱
軍
く
叢
｝
鼻
の
団
斜
負
審
ω
勲
¢

9
裂
き
9
旨
く
箆
k
霧
①
団
簿
一
回
9
1
＝

⇒
9
ω
く
騨
け
9
9
¢
笥
障
搾
○
α
財
O
ゴ
ぼ

三
3
鮎
げ
。
コ
9
℃
㌶
舞
ヨ
9
p
9
1
［

g
6
9
1
島
9
ψ
蜜
9
団
舞
げ
9
ー
ム
ε
飼
島
σ

　
　
　
一
〇
㎞
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哲
學
研
究
　
　
第
百
晶
ハ
十
四
號
｝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〇
二

　
　
鑑
．
亦
垂
蕊
錯
耀
覧
て
も
艇
に
よ
っ
て
も
有
ら
丁
曇
…
ご
ξ
毘
・
…
二

　
　
　
　
（
燈
）
　
法
不
自
槻
滅
　
　
他
鰹
郷
郡
減
　
　
如
自
爆
不
超
　
　
他
艦
齢
不
起

　　

@
　
｛

　
　
　
　
（
繹
）
　
法
不
自
盤
滅
　
　
歯
並
亦
不
滅
　
　
厚
生
不
流
血
　
　
他
鐙
亦
不
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
　
へ

問
題
　
「
滅
（
ぴ
げ
9
ひ
q
斜
鼠
δ
α
冨
）
」
不
成
立
の
論
難
で
あ
る
。
滅
す
る
（
三
稜
α
ξ
舞
Φ
）
ε
は
存
在
が
自
己

　
の
性
質
を
失
ふ
こ
ご
、
帥
ち
存
在
の
絡
息
を
意
味
す
る
Q
存
在
が
自
己
の
性
質
に
於
て
有
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
へ
　
　
　
　
　
　
も
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
へ

　
こ
ご
が
存
在
の
有
で
あ
る
な
ら
、
滅
す
る
ご
は
有
よ
り
無
へ
の
生
成
で
あ
る
。
そ
し
て
滅
す

　
へ　

る
ビ
云
ふ
出
來
事
を
あ
ら
し
め
る
の
が
「
滅
」
で
あ
る
。
そ
れ
は
蜜
膿
を
も
つ
図
る
も
の
こ
考

　
へ
ら
れ
て
居
る
か
ら
「
滅
法
」
＆
言
ひ
あ
ら
は
し
て
概
か
う
。
滅
法
が
存
在
を
滅
せ
し
め
る
こ

　
ご
に
よ
っ
て
存
在
が
滅
す
る
。
然
る
に
滅
法
が
存
在
を
滅
せ
し
め
る
の
は
郎
ち
滅
法
自
身

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
せ
　
ヘ
　
へ
　
や
　
　
へ

　
が
滅
す
る
こ
ご
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
Q
宮
己
が
滅
し
な
い
で
存
在
の
滅
相
を
形
づ
く
る

　
こ
ビ
は
出
來
な
い
。
滅
法
を
滅
せ
し
め
る
の
が
「
滅
滅
」
で
あ
る
。
そ
れ
は
や
は
）
本
生
ご
生

　
生
の
關
係
に
相
當
す
る
も
の
で
、
斯
く
本
立
ε
滅
滅
ε
の
相
互
作
用
か
ら
「
存
在
の
滅
」
を
説
明

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
へ
　
も

　
し
ょ
う
ご
す
る
考
へ
が
批
詐
さ
れ
る
Q
批
詐
の
親
黙
は
滅
す
る
ご
云
ふ
揖
來
事
の
不
成
立

　
を
指
摘
す
る
こ
ε
に
置
か
れ
る
。
そ
し
て
滅
は
此
の
場
合
「
存
在
の
滅
」
か
「
滅
法
の
滅
」
か
で
な

　
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
批
評
も
二
つ
に
分
か
れ
る
〇
　
二
十
七
掲
よ
う
三
十
二
掲
ま
で
は
「
存
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在
の
滅
」
の
不
可
能
を
言
ひ
、
三
十
三
掲
で
は
「
滅
法
の
滅
」
の
不
可
能
を
言
ふ
Q
各
掲
の
論
理
は

　
『
本
文
』
の
註
解
で
た
ご
ら
う
ご
思
ふ
。
そ
し
て
結
論
を
言
ふ
な
ら
ば
、
存
在
ご
滅
法
ご
に
就

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
い
て
1
殊
に
中
払
は
存
在
に
置
か
れ
る
が
1
滅
す
る
ご
云
ふ
出
來
事
の
不
可
能
を
論

　
す
る
の
は
、
自
禮
を
立
て
る
立
場
で
は
軍
事
の
説
明
が
出
馬
な
く
な
る
こ
ご
を
言
ふ
も
の
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
根
本
的
に
は
存
在
ご
法
の
自
若
を
否
定
す
る
こ
ご
が
目
的
で
あ
る
。
　
そ
し
て
滅
す
る
こ
ビ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
の
不
可
能
は
特
に
「
滅
法
の
不
成
立
」
を
露
結
す
る
。
何
故
な
ら
ば
滅
法
は
唯
だ
滅
す
る
こ
ビ

　
を
可
能
な
ら
し
め
る
こ
ご
に
於
て
の
み
自
膿
を
維
持
し
て
成
立
し
得
る
か
ら
で
あ
る
。
或

　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
は
滅
す
る
こ
ご
を
自
己
の
本
質
こ
し
て
の
み
成
立
し
得
る
か
ら
で
あ
る
。

本
文
　
第
二
十
七
掲
、
存
在
の
滅
は
、
そ
の
前
に
存
在
の
生
起
を
豫
耀
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
生
起
の
不
可
能
は
前
に
批
評
さ
れ
た
。
そ
れ
で
先
づ
「
未
だ
生
ぜ
ざ
る
も
の
が
何
ぞ
滅
せ
ん
」

　
ざ
言
は
れ
る
。
生
平
の
成
立
し
な
い
ご
き
は
滅
も
成
立
し
な
く
な
る
の
で
あ
る
。
然
し
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

　
の
瓢
を
姑
く
措
い
て
も
、
若
し
滅
か
ら
離
れ
淀
存
在
自
膿
を
考
へ
る
な
ら
、
そ
の
存
在
が
一
滅
す

　
る
ご
云
ふ
こ
ε
．
は
不
可
能
に
な
る
こ
ε
を
三
時
の
論
法
で
指
摘
す
る
。
盃
梵
文
の
葺
a
魯
鎚
昌

へ
準
準
の
も
の
）
雲
藍
α
爵
乱
暴
（
未
滅
の
も
の
）
等
の
語
は
前
後
の
罫
書
か
ら
當
然
「
存
在
」
の
概
念
を

　
指
示
す
る
。
漢
謬
は
そ
れ
を
補
っ
て
鐸
し
て
居
る
。

　
　
中
言
概
三
祁
晶
の
研
究
及
び
解
繹
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
三



1440

　
哲
墨
・
研
究
　
　
餓
〃
胃
エ
ハ
十
m
隅
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
四

　
第
二
十
入
偶
「
存
在
の
滅
」
は
、
當
然
そ
の
前
に
「
存
在
の
住
」
を
豫
黒
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

存
在
が
自
己
自
身
の
歌
態
に
住
す
る
こ
ご
が
あ
っ
て
、
始
め
て
存
在
の
滅
が
成
立
す
る
の
で

あ
る
。
そ
れ
で
h
未
だ
住
せ
ざ
る
存
在
に
は
滅
は
な
い
」
ご
言
ふ
。
又
「
己
に
住
し
た
る
存
在
に

も
滅
は
あ
り
得
な
い
」
ピ
言
ふ
。
何
故
已
住
の
存
在
に
滅
が
あ
り
得
な
い
か
は
次
の
偶
で
論

　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

護
さ
れ
る
Q
　
愈
漢
意
「
有
住
」
は
も
。
叶
ぼ
翁
島
に
住
し
淀
る
）
の
警
語
で
、
銘
蝕
ω
貫
冨
に
樹
す
る
「
有
爲
」
と

同
じ
課
し
方
ε
考
へ
て
よ
い
で
あ
ら
う
。
「
不
住
扁
は
當
然
「
未
住
」
ご
謬
さ
る
べ
き
で
あ
る
。
又
．

梵
文
に
出
る
二
つ
の
滅
（
一
ρ
凶
目
0
9
げ
斜
）
の
語
は
「
滅
法
レ
の
賃
量
で
は
な
く
、
軍
に
「
滅
す
る
こ
ご
」
を
意
味

す
る
も
の
と
解
し
た
方
が
よ
い
か
ご
思
ふ
。
漢
繹
も
動
詞
形
で
憎
し
て
居
る
。

　
第
二
十
九
掲
、
意
味
の
わ
か
り
難
い
石
文
で
あ
る
が
、
全
話
ε
し
て
前
掲
ビ
論
謹
の
關
係
で

結
び
付
き
、
特
に
前
掲
の
「
已
に
住
し
た
る
存
在
に
滅
は
あ
り
得
な
い
」
ご
云
ふ
命
題
の
理
由
に

な
る
も
の
こ
考
へ
ら
れ
る
。
そ
の
關
係
は
西
藏
の
註
に
も
注
意
さ
れ
て
居
る
が
、
偶
文
自
身

の
中
に
露
（
何
こ
な
れ
ば
）
の
語
が
含
ま
れ
て
居
て
そ
れ
で
前
掲
ご
の
關
係
が
示
さ
れ
る
。
尤

も
ぼ
の
語
は
門
實
に
」
ご
云
ふ
意
味
を
も
あ
ら
は
し
得
る
が
、
此
の
…
場
合
は
「
何
ざ
な
れ
ば
」
の
意
味

を
取
っ
た
方
が
適
切
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
前
掲
の
「
藍
住
の
存
在
に
滅
は
あ
う
得
な
い
」
の
理

由
を
述
べ
た
も
の
こ
し
て
、
此
の
掲
の
意
味
は
何
う
な
る
で
あ
ら
う
か
。
恐
ら
ぐ
次
の
如
く
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解
面
出
來
る
で
あ
ら
う
。
「
存
在
が
住
す
る
ご
は
其
の
物
が
そ
の
物
ご
し
て
の
状
態
（
9
＜
霧
昏
罰
）

に
有
る
こ
ご
で
あ
る
。
そ
し
て
滅
す
る
ご
は
其
の
状
態
を
失
ふ
こ
ご
で
あ
る
。
失
っ
た
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
　
ヘ
　
へ
　
ゆ
　
ヘ
　
へ

き
に
得
る
状
態
は
「
別
の
釈
態
（
碧
旨
9
奉
ω
讐
餌
ご
で
あ
る
。
　
そ
し
て
若
し
、
已
に
住
し
だ
る
存
在

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
や
　
　
ぬ
　
　
せ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
や
　
　
も
　
　
し
り

に
滅
が
あ
る
ご
す
る
な
ら
、
其
の
朕
態
に
在
る
ご
き
に
滅
が
あ
る
か
、
別
の
朕
態
に
あ
る
ご
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぶ
　
　
ゆ
　
ぶ
　

も

に
滅
が
あ
る
か
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
其
の
立
席
に
在
る
ご
き
は
其
の
存
在
が
有
る
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
ぬ
　
ぶ
　

ゆ

で
あ
る
か
ら
滅
は
あ
り
得
な
い
。
又
別
の
妖
態
に
あ
る
ビ
き
は
其
の
物
が
已
に
無
い
の
で

あ
る
か
ら
滅
は
あ
り
得
な
い
」
ご
言
ふ
の
で
あ
ら
う
。
此
の
意
味
は
西
藏
の
註
に
は
つ
き
り

鴇
て
居
る
。
師
ち
『
其
の
も
の
に
滅
が
許
さ
れ
る
ε
こ
ろ
の
物
（
存
在
）
は
、
此
の
状
態
に
よ
っ
て

も
別
の
朕
態
に
よ
つ
て
も
滅
し
な
い
。
　
何
故
で
あ
る
か
、
牛
乳
は
「
牛
乳
糠
南
」
に
よ
っ
て
は
滅

し
な
い
。
何
ご
な
れ
ば
、
牛
乳
が
有
る
限
り
は
滅
は
無
い
か
ら
。
そ
し
て
又
「
非
牛
乳
朕
態
」
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

滅
す
る
の
で
は
な
い
、
牛
乳
が
無
い
な
ら
ば
何
も
滅
し
は
し
な
い
か
ら
』
（
濁
逸
鐸
よ
り
）
、
愈
此

の
掲
の
漢
課
は
論
意
を
あ
ら
は
す
に
苦
心
し
て
あ
る
ε
思
ふ
。
元
來
大
し
て
重
要
で
な
い

こ
ε
を
言
ひ
な
が
ら
意
味
の
わ
か
り
難
い
掲
で
あ
る
。
唯
だ
「
状
態
」
の
概
念
が
導
き
入
れ
ら

れ
て
「
住
」
の
意
昧
が
は
っ
き
り
し
た
こ
ご
は
注
意
す
べ
き
黙
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

　
第
三
十
偏
「
一
切
法
の
生
が
不
可
『
得
な
ら
、
一
切
法
の
滅
は
不
可
得
で
あ
る
」
ご
言
，
津
、
問
題
上

　
申
論
親
王
粗
品
の
研
究
及
び
解
羅
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
亀
　
　
　
　
一
〇
五
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一
〇
柳
営

の
論
意
は
明
瞭
で
あ
る
が
、
梵
文
の
用
語
に
就
い
て
此
の
掲
に
は
多
少
考
察
す
べ
き
こ
ご
が

あ
る
Q
薙
に
出
る
二
つ
の
「
「
書
法
」
の
原
語
は
蟹
婆
ρ
血
冨
§
ρ
で
梵
文
に
は
ダ
ル
マ
の
概
念
が

用
ひ
ら
れ
て
居
る
。
西
藏
文
で
も
此
の
箇
所
は
ダ
ル
マ
に
相
号
す
る
語
に
な
っ
て
居
る
か

ら
、
此
の
掲
に
は
本
來
ダ
川
マ
の
概
念
が
用
ひ
ら
れ
て
堅
陣
ご
考
へ
て
よ
い
で
あ
ら
う
。
そ

し
て
前
後
に
は
凡
て
ブ
ハ
ー
ヅ
ァ
（
存
在
）
の
概
念
が
用
ひ
ら
れ
、
そ
れ
を
麗
き
忍
べ
だ
や
う
な

形
で
此
庭
に
突
然
ダ
ル
マ
の
概
念
が
出
る
。
此
の
こ
ご
は
問
題
の
考
察
に
當
っ
て
、
何
か
特

別
に
解
騨
す
べ
き
題
目
を
提
供
す
る
か
何
う
か
。
若
し
提
供
す
る
ご
す
れ
ば
何
の
黙
に
關

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

し
て
い
あ
る
か
。
愈
先
づ
此
の
場
合
の
ダ
ル
マ
の
語
の
事
野
上
の
用
法
を
見
る
に
、
梵
丈
に

於
て
こ
そ
前
後
の
「
存
在
」
の
概
念
ご
、
少
く
ご
も
言
葉
だ
け
は
違
っ
て
居
る
の
で
我
々
に
或
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

疑
問
を
起
さ
せ
る
が
、
漢
諜
で
は
一
機
に
「
法
除
課
し
且
つ
問
題
上
の
取
う
扱
ひ
方
が
前
後
全

　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

く
同
一
な
の
で
言
葉
の
匿
別
も
概
念
の
硬
別
も
全
く
無
く
な
っ
て
居
る
。
此
の
こ
ご
を
我

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

々
は
先
づ
参
考
こ
し
て
、
梵
文
の
ダ
ル
マ
に
就
い
て
、
そ
れ
は
前
後
の
「
存
在
」
の
語
ご
言
葉
は
異

　
　
　
ヘ
　
　
へ

っ
て
も
概
念
は
同
一
で
あ
る
と
解
繹
で
き
な
い
か
何
う
か
を
問
う
て
見
る
。
勿
論
軍
猫
な

概
念
ご
し
て
は
爾
者
は
異
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
同
一
で
あ
る
こ
す
れ
ば
唯
こ
の

　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

場
合
の
事
實
上
の
用
法
に
於
て
同
…
に
な
っ
て
居
る
だ
け
で
あ
る
。
そ
し
て
一
面
で
は
確
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か
に
此
の
場
合
の
ダ
ル
マ
は
「
存
在
」
ご
同
義
語
に
な
っ
て
居
る
ご
解
騨
で
き
る
の
で
あ
る
。

帥
ち
日
本
語
で
漠
然
ご
任
意
の
思
惟
の
心
象
を
指
示
す
る
場
合
に
使
ふ
「
も
の
」
の
語
ご
同
じ

ダ
ル
マ
の
用
法
で
、
そ
れ
自
身
の
…
軍
濁
な
鼻
血
は
失
っ
て
全
く
前
後
の
ブ
ハ
ー
ヴ
ァ
の
意
瞭

を
幣
び
て
居
る
ご
。
其
の
こ
ご
は
曾
て
『
漢
忌
中
論
の
法
の
繹
語
の
研
究
』
で
述
べ
た
こ

ご
が
あ
る
が
、
一
般
に
梵
文
で
ダ
ル
マ
が
斯
か
る
謡
い
意
味
に
用
ひ
ら
れ
る
例
は
時
々
あ
る

檬
で
あ
る
。
　
こ
の
場
合
も
さ
う
解
濁
す
れ
ば
問
題
が
軍
純
化
さ
れ
る
。
我
々
は
ダ
ル
マ
の

代
り
に
プ
一
環
ヅ
ァ
を
潔
き
替
へ
て
前
後
を
「
存
在
ご
生
滅
」
の
問
題
で
統
一
で
き
る
か
ら
で

あ
る
。
然
し
ダ
ル
マ
の
概
念
が
此
庭
で
何
等
か
そ
れ
自
身
の
意
味
を
も
つ
て
居
は
し
な
い

か
ビ
云
ふ
こ
ご
を
考
へ
て
見
る
こ
ご
も
必
要
で
あ
る
。
持
っ
て
居
る
ご
す
れ
ば
問
顕
一
の
解

輝
に
何
か
新
た
な
視
黙
を
加
へ
る
か
。
　
第
一
に
考
へ
ら
れ
る
こ
ご
は
、
藩
命
ブ
ハ
ー
ヅ
ァ
ご

同
義
の
用
法
ε
し
て
も
ニ
フ
ハ
ー
ヅ
ァ
が
「
存
在
」
こ
か
「
物
」
こ
か
を
意
味
し
て
経
験
せ
ら
れ
る
何

か
を
指
示
す
る
に
鋼
し
、
グ
戸
マ
は
廣
義
に
任
意
の
思
惟
の
翻
象
を
指
示
し
な
け
れ
ば
な
－
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

な
い
。
即
ち
軍
に
思
惟
に
去
て
有
る
も
の
も
ダ
ル
マ
の
概
念
の
中
に
包
括
さ
れ
得
る
こ
ε

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

に
な
る
。
帥
ち
「
生
法
」
こ
か
「
滅
法
」
こ
か
、
本
來
は
存
在
（
も
の
）
に
慰
す
る
法
（
こ
ご
）
と
し
て
の
み
理

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

論
ざ
れ
る
も
の
が
、
實
膿
化
さ
れ
て
N
つ
の
も
の
こ
考
へ
ら
れ
た
や
う
な
「
法
」
が
此
の
場
合
に

　
中
言
魏
三
相
品
の
研
究
及
び
解
緯
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
一
〇
七
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，
　
　
一
〇
入

蒙
昧
さ
れ
で
居
は
し
な
い
か
。
そ
れ
は
「
存
在
の
生
滅
」
ご
共
に
「
生
滅
宙
膿
の
生
滅
」
に
も
言
及

す
る
三
相
品
の
論
議
の
内
容
か
ら
言
っ
て
も
、
叢
の
ダ
ル
マ
の
概
念
は
、
前
後
の
存
在
の
概
念

に
謝
し
て
、
特
に
「
生
法
」
「
滅
漆
」
等
を
指
示
し
て
居
る
も
の
ε
解
銘
す
る
こ
ご
は
、
無
理
で
は
な
く
，

又
或
る
意
味
で
適
當
で
あ
る
。
然
し
假
倉
さ
う
で
あ
っ
て
も
此
の
箇
所
の
論
議
が
全
禮
ご

し
て
「
存
在
の
生
滅
」
の
問
題
に
主
黙
を
置
い
て
居
る
こ
、
ご
は
獲
り
が
な
い
。
だ
か
ら
此
の
ダ

ル
マ
を
全
く
存
在
の
概
念
に
置
き
替
へ
て
岡
三
を
解
愛
し
て
も
誤
謬
は
鶏
ら
凹
い
。
そ
し

て
若
し
之
に
軍
濁
な
意
味
を
認
め
る
な
ら
、
前
の
問
題
解
羅
を
幾
等
か
深
め
る
こ
ビ
に
役
立

つ
の
で
あ
る
Q
斯
く
生
滅
の
主
恩
に
考
へ
ら
れ
た
こ
き
は
法
も
…
つ
の
存
在
に
な
る
で
あ

ら
う
Q
又
存
在
も
そ
れ
が
思
惟
の
特
配
に
な
る
限
う
、
本
質
に
於
て
法
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ

で
あ
ら
う
。
此
の
黙
か
ら
存
在
と
法
の
問
題
に
就
い
て
「
つ
の
競
黙
が
與
へ
ら
れ
る
の
で

あ
る
。
愈
此
の
偶
に
出
る
「
生
」
ざ
「
滅
」
の
概
念
は
、
軍
に
「
生
す
る
こ
ご
、
滅
す
る
こ
ご
レ
を
意
味
す
る

か
Q
．
法
ビ
し
て
自
騰
を
も
つ
も
の
を
意
味
す
る
か
。
漢
課
は
「
野
相
」
「
滅
相
」
ご
即
し
て
居
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
　
ヘ
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

’
こ
の
解
騨
は
適
切
ピ
思
ふ
。
「
存
在
の
生
滅
」
ご
云
ふ
形
で
出
る
ご
き
は
存
在
の
有
爲
相
を
か

た
ち
づ
け
る
も
の
ご
し
て
の
意
味
を
も
ち
得
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
意
昧
を
取
る

な
ら
そ
の
前
に
法
こ
し
て
膚
膿
を
も
つ
「
生
」
「
滅
」
を
前
提
す
る
こ
ε
に
な
る
。
　
つ
ま
わ
此
の



laas’

場
合
の
「
生
」
「
滅
」
は
、
自
膿
を
も
つ
法
ε
し
て
前
提
さ
れ
つ
、
、
特
に
存
在
に
從
属
す
る
「
相
」
こ
し

て
の
意
昧
を
含
蓄
す
る
ご
。
前
に
出
た
生
住
滅
の
語
に
も
、
斯
く
解
し
た
方
が
適
常
だ
つ
た

も
の
が
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。
然
し
あ
ま
り
一
義
的
に
限
定
す
る
ご
不
都
合
が
起
幽
る
。

何
れ
の
意
昧
を
も
含
蓄
し
得
る
こ
ε
が
本
夕
だ
か
ら
で
あ
る
。

　
第
三
十
「
掲
、
舞
け
は
藏
で
は
「
有
な
る
」
ご
女
専
さ
れ
て
居
る
が
、
時
に
よ
っ
て
は
「
正
」
「
實
」
ご
も

課
さ
れ
る
語
で
、
軍
に
「
有
な
る
」
ご
す
る
よ
り
「
實
有
な
る
」
「
實
在
せ
る
」
ご
し
た
方
が
適
當
か
ご

思
ふ
。
そ
し
て
掲
は
「
實
有
な
る
存
在
に
滅
は
あ
り
得
な
い
、
存
在
ご
非
存
在
こ
の
同
一
な
る

こ
ご
は
あ
り
得
な
い
か
ら
」
ご
云
ふ
。
此
の
掲
は
「
實
・
有
」
「
滅
」
［
存
在
覧
非
存
在
」
等
の
根
本
概
念

を
明
か
に
す
る
に
必
要
な
命
題
を
含
ん
で
居
る
。
　
盒
先
づ
「
實
有
」
ご
は
「
滅
の
あ
り
得
な
い
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

こ
ζ
で
あ
乃
。
　
即
ち
生
滅
を
離
れ
て
常
に
上
露
薗
∵
身
に
同
一
な
る
こ
ご
が
．
實
有
で
あ
み
。
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

愈
叉
此
の
掲
に
は
存
在
（
ぴ
画
く
斜
）
の
概
念
が
「
存
在
す
る
も
の
」
ご
「
存
在
す
る
こ
ご
」
ご
の
爾
義
で
層

出
る
。
第
一
句
の
び
冨
奉
は
前
者
で
「
法
」
ご
寸
恩
さ
れ
、
第
三
句
の
び
姦
く
野
台
冨
奉
に
県
立
す
’
る
）
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

後
者
で
「
有
盤
鐙
ビ
漢
加
灘
さ
，
れ
る
。
　
盒
滅
ε
い
ふ
こ
ご
が
考
へ
得
る
や
う
な
存
在
は
「
存
在
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
へ

も
の
」
の
方
で
あ
る
。
「
存
在
す
る
も
の
が
滅
す
る
」
ご
は
言
へ
る
が
『
存
在
す
る
こ
ご
が
滅
す
る
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

ご
は
言
は
れ
な
い
。
蕊
又
存
在
す
る
も
の
が
實
有
で
あ
る
ご
云
ふ
の
は
、
そ
こ
に
「
存
在
す
る

　
申
論
槻
三
相
品
の
研
究
及
び
解
灘
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
九
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一
　
一
〇

ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
も

こ
ご
」
爵
膿
．
印
ち
「
有
」
が
現
在
す
る
こ
ご
で
あ
る
○
そ
し
て
存
在
す
る
も
の
が
滅
す
る
ご
云
ふ

　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
も
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

の
は
、
そ
こ
に
「
存
在
せ
ざ
る
こ
ご
窃
禮
、
師
ち
「
無
」
が
現
在
す
る
こ
ご
で
あ
る
。
だ
か
ら
若
し
「
實

へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
ヘ
　
　
へ

有
な
る
存
在
が
滅
す
る
」
寝
言
ふ
ご
、
有
ビ
無
ご
が
同
時
に
現
在
す
る
こ
ご
に
な
る
。
即
ち
有

ご
無
と
の
同
一
性
が
起
る
。
此
の
瓢
が
偶
の
後
二
心
で
言
は
れ
る
。
此
の
梵
文
の
。
冨
け
く
Q

を
漢
諜
は
皆
こ
つ
の
も
の
に
曾
て
」
の
意
昧
に
取
っ
て
、
「
於
「
法
」
「
於
～
嘘
」
竃
聾
し
て
居
る
が
、

和
鐸
は
「
同
一
性
に
湿
て
」
の
意
味
に
解
し
た
。
す
る
ご
結
局
「
有
ご
無
ご
の
同
一
性
が
お
こ
る

こ
ご
は
あ
り
得
な
い
か
ら
レ
ご
云
ふ
平
坦
に
な
る
。
西
藏
…
交
猫
耳
も
さ
う
な
っ
て
居
る
。
・
＆

有
に
記
す
る
無
（
非
存
在
）
の
概
念
が
、
何
等
か
の
意
昧
で
滅
の
概
念
ε
關
序
し
て
考
へ
ら
れ
て

居
る
。
之
は
非
常
に
重
要
で
あ
る
。
有
巳
悉
無
ご
云
ふ
滅
の
定
義
ビ
も
一
致
す
る
。
「
滅
は

有
よ
り
無
へ
の
生
成
を
意
味
す
る
し
ご
我
々
は
最
初
か
ら
解
照
し
て
來
た
。
そ
し
て
行
品
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

は
「
無
（
非
存
在
）
ご
は
存
在
す
る
も
の
、
鍵
化
で
あ
る
」
こ
も
言
は
れ
て
居
る
。
つ
ま
う
「
滅
」
ε
か

「
黒
化
」
こ
か
云
ふ
概
念
に
よ
っ
て
「
有
」
ご
「
無
」
ご
を
統
一
す
る
こ
ご
に
な
る
の
で
あ
る
。

　
第
三
十
二
掲
「
實
有
な
ら
ぬ
存
在
に
滅
は
あ
り
得
な
い
。
第
二
頭
に
切
断
が
な
い
や
う
に
」

ご
云
ふ
。
叢
で
「
實
有
な
ら
ぬ
存
在
h
非
県
有
の
存
在
」
の
概
念
内
容
が
明
か
に
な
る
の
で
面
自

い
。
　
帥
ち
「
第
二
の
頭
鴇
亀
の
毛
㌧
兎
の
角
」
等
が
「
非
實
有
の
存
在
（
9
舞
q
σ
冨
養
ご
で
あ
る
。
　
そ
れ



1447

　
は
「
無
（
昏
ぼ
く
9
こ
の
概
念
ご
は
全
く
異
る
。

　
　
第
三
十
三
掲
、
以
上
に
よ
っ
て
「
存
在
の
滅
」
不
成
立
の
論
謹
が
憤
り
、
薙
に
「
滅
法
の
滅
」
の
不
成

　
立
が
言
は
れ
る
。
そ
れ
は
全
く
本
生
ご
生
生
の
關
係
か
ら
説
明
さ
れ
よ
う
ご
す
る
「
生
法
の

　
生
起
」
ご
同
じ
問
題
な
の
で
軍
に
結
論
だ
け
を
述
べ
て
論
讃
は
略
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
σ

　
　
最
後
に
注
意
す
べ
き
は
「
滅
」
の
概
念
の
原
語
に
二
種
の
形
が
用
ひ
ら
れ
て
居
る
こ
ご
で
あ

　
る
。
組
頭
ご
結
論
の
掲
に
は
ぴ
｝
多
h
ゐ
9
の
概
念
が
出
る
が
、
以
上
の
論
客
の
問
に
は
凡
て
コ
ぎ
早

　
冨
の
概
念
が
用
ひ
ら
れ
て
居
る
。
此
の
後
者
が
、
特
に
自
禮
を
も
つ
た
「
滅
法
」
の
意
味
、
叉
は
そ

　
れ
を
前
提
し
つ
、
存
在
に
從
属
し
て
考
へ
ら
れ
π
「
滅
相
」
の
意
味
で
あ
ら
は
れ
る
場
合
に
は
、

　
雨
語
は
全
く
同
義
8
考
へ
て
よ
い
で
あ
ら
う
。
但
だ
葺
。
爵
ρ
は
軍
に
「
滅
す
る
こ
ご
」
の
意
味

　
に
も
用
ひ
ら
れ
る
こ
ご
が
あ
り
、
其
の
黙
に
匿
別
が
あ
る
。

（
滲
　
考
）

（
ミ
）
　
U
畠
く
角
α
q
舘
帽
0
9
〈
2
α
q
魯
け
冨
一
〇
9
山
器
（
き
。
ε
＝
8
一
旨
く
①
臓
§
㈹
§
o
舞
3
く
。
「
㈹
魯
＝
誉
9

　
　
U
器
く
Φ
「
σ
q
魯
①
銭
①
聾
。
げ
m
o
巴
。
馨
…
巧
飢
B
O
脱
毛
一
崔
回
登
戸
邑
Φ
器
く
醇
α
q
畠
晃

（
い
Q
◎
）
　
尉
鉱
Φ
ぎ
。
目
σ
q
o
舞
昌
仙
§
o
ロ
∪
一
お
㈹
⑦
窪
。
び
2
＜
①
ゐ
9
9
三
9
日
陰
㎞

　
　
b
δ
魚
。
団
諺
き
乱
。
ぎ
鴨
。
。
3
μ
己
①
濤
ロ
U
…
お
碧
。
び
σ
q
o
窪
く
。
薦
9
日
置
。
澤
自
・

（
8
）
　
U
謹
9
8
窃
臼
霧
魯
N
一
翼
磐
鳥
！
・
o
お
亀
＝
旨
洋
妾
「
器
｝
び
o
N
蕊
〔
§
P

　
中
門
魏
三
籍
品
の
研
究
及
び
解
鐸

一
コ
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（
U
o
）

（
U
じ

（
寵
）

（
い
ω
）

　
　
　
　
ト

（
魚
倉
）
生
住
滅
廿
歳

　
　
　
　
ニ
　
シ
　
ル
コ
ト

　
　
　
故
無
レ
有
甘
甘
り
爲
一

　
　
　
　
　
　
　
　
キ
ガ
　
ニ

　
　
　
繋
り
爲
∵
法
無
故

　
　
　
　
ゾ
　
　
ン
　
ル
コ
ト
テ

　
　
　
何
得
レ
有
一
蕪
－
璽

　　

@　
@　

　
　
　
　
ク
　
　
ノ
　
　
　
　
ク
　
　
ノ

（
珊
五
）
如
ン
幻
風
鳥
レ
夢

甜暫

嵐嚶

{凹

?
　
　
第
胃
エ
ハ
十
四
號

］
）
霞
。
ザ
0
3
ω
昌
ρ
胃
幽
2
Φ
昌
N
須
3
昌
畠
”
胃
。
ず
く
。
お
。
ず
目
印
。
ぎ
鉱
昌
⇔
コ
油
溝
禽
N
蕊
斤
髭
己
響

．
脅
。
暮
巳
δ
「
島
ぎ
ヨ
碁
の
国
口
〔
馨
ゆ
ザ
2
巴
σ
q
簿
舘
員
包
μ
f

U
舘
厳
σ
q
o
｝
誓
p
嵩
⑦
域
亀
峯
門
一
富
器
く
費
σ
q
Φ
H
路
昌
三
〇
窯
琶
扁
・

国
ヨ
＄
o
紙
。
。
鳳
①
8
民
窪
U
凶
陶
】
σ
Q
＄
（
『
同
影
毒
）
く
。
お
。
剛
回
。
ロ
㈹
o
簿
。
び
。
器
鼠
。
剛
器
”
一
ポ

ω
o
ぎ
（
巳
罫
く
即
）
葺
ム
屠
団
。
ぎ
。
。
⑦
ぎ
（
p
び
ぎ
養
）
。
。
騨
負
0
9
胃
猛
。
ぽ
び
臥
螢
三
H
o
胃
窪
鱒
ぎ
槻
貫
・

伽
【
能
　
魯
δ
ω
鼠
3
↑
o
詫
剛
捻
。
ざ
民
蕊
U
二
二
鷺
。
。
＜
o
お
。
ぽ
ロ
三
三
〇
一
嵩
孚
＝
σ
Q
鏑
㈹
δ
…

Qり

o
毒
剛
o
o
ヲ
。
切
N
毛
。
犀
2
μ
囚
。
箕
。
旨
b
σ
ゴ
磐
。
昌
巳
9
一
什
。
紙
。
盾
鋤
Φ
遠

く
。
轟
。
剛
お
コ
く
。
お
。
簿
三
〇
一
嵩
α
震
。
ぴ
鶏
臥
窪
＄
く
。
「
㈹
¢
ロ
。
ジ
碧
。
び
艮
。
剛
毛
鳥
ξ
9
Φ
ぴ
φ
謬
臼
。
器
3

つ
朗
O
団
峯
3
3
プ
2
H
三
〇
ン
門
戯
三
6
げ
虹
O
ず
㎝
O
】
ぴ
湾
β
門
一
例
凱
O
H
嵩
創
瓢
『
O
プ
2
回
島
Φ
属
O
切
0
5
［
湾
O
ゲ
r

　
ト
　
　
ト
ハ
　
　
　
　
　
ゼ
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
、
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、

超
住
壌
不
成

生
住
滅
不
成 生

ご
住
ご
滅
こ
の
不
成
立
の
故
に

も
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

有
爲
な
る
も
の
は
存
在
せ
す
。

　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
ヘ
　
　
コ
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

而
し
て
、
有
爲
な
る
も
の
、
不
成
立
な
る
ご
き
、

　
　
　
　
　
　
　
セ
　
ヘ
　
へ
　
も
　
ヘ
　
へ

如
何
に
し
て
無
策
な
る
も
の
が
存
在
せ
ん
。

　
　
　
故
県
有
有
爲
　
　
有
丈
不
成
故
　
　
云
何
有
無
爲

　
　
　
即
無
給
爲
法
　
　
有
罪
法
不
炭
　
　
何
県
有
爲
（
原
）

恰
も
幻
の
如
く
、
夢
の
如
く
、

＝
ご

暮
℃
閻
α
聖
馨
ぽ
早
三
差
旨
鐙
鋤
μ
9
、
旨

義
挙
毎
δ
門
湯
器
江
ω
窪
冨
障
嘗
2
ゴ
一

ω
窪
冨
竃
津
p
階
ρ
φ
℃
蜜
獣
匹
窟
ゲ
ρ
二
＄

押
鉾
H
影
泌
μ
ω
o
窃
団
ρ
¢
9
鋒
一
湧
貫
膣
磐
二
［

冤
舞
ロ
9
5
筥
9
1
図
9
1
）
引
臼
騨
ω
く
9
℃
謬
○
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ク
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

　
　
如
二
早
書
婆
城
一

　
　
　
ノ
　
　
ト
　
　
ト
　
　
ヤ
ヘ

　
　
　
　
　
　
ユ
ノ

　
　
所
説
生
住
滅

　
　
ノ
　
　
　
　
　
　
シ
　
　
ノ

　
　
其
相
亦
如
〆
是

　　

@　

（
峯
　
考
）

　
（
ω
轟
）

如
夢
亦
如
幻

如
夢
亦
如
幻 乾

閣
婆
城
の
如
く
、

ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

生
は
是
の
如
く
、
住
は
是
の
如
く
、
滅
は
是
の

如
し
設
か
れ
淀
り
。

　
　
如
乾
開
婆
城
　
　
説
有
起
住
壌
　
　
其
相
亦
如
是

　
　
灘
浜
闘
婆
城
　
　
所
説
雄
住
滅
　
　
其
胴
輪
如
是

⑩
き
山
び
p
2
ρ
ら
ρ
α
q
鍵
ρ
区
《
ρ
停
帥
【

3
難
訓
去
け
弓
肺
葉
鈴
G
。
寅
爵
勘
G
。
け
び
餌
部
簿
臼

3
昏
餌
げ
ゲ
ρ
ψ
α
q
9
β
蟄
げ
嘗
鍵
貯
＝

　
　
　
　
ノ
く
Φ
箒
国
部
房
8
ゲ
①
♪
ω
8
げ
譲
り
く
。
薦
免
洛
昌
艮
。
窪
①
段
碁
良
μ
け
妻
。
ム
o
ρ
凹
ω
8
三
〇
馨
Φ
9
♂
・
ご
命
8
。
α
（
塁
夢
。
。
犀
廿
3
）
憎

　
　
　
　
U
器
O
⑦
毒
マ
簿
＄
ゑ
。
窪
。
錠
。
幽
道
け
考
｝
銭
》
ノ
急
①
’
言
乙
ソ
刺
一
〇
｝
H
7
0
①
ぐ
事
触
9
。
摩
（
器
a
げ
ψ
『
・
同
9
）
Φ
瑳
①
ざ
三
思
　
　
　
　
　
・

　
　
（
ω
い
）
　
ノ
く
ぼ
↓
噌
舞
壼
鳩
壱
『
N
聾
げ
窪
嚇
ぞ
陣
①
o
ぎ
の
O
節
5
巳
類
同
①
一
H
－
ω
3
臼
”

　
　
　
　
》
尻
。
（
げ
。
ω
o
げ
口
潮
コ
）
。
盾
ぎ
動
両
再
。
∩
8
び
。
ジ
硫
。
ω
8
げ
窪
”
切
○
く
。
お
。
ゲ
Φ
買
ぐ
Φ
砕
四
強
Φ
〔
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　

へ
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
へ

　
三
相
品
の
論
議
の
主
題
が
「
生
ε
住
ご
滅
ビ
は
有
爲
な
る
も
の
、
相
ご
し
て
説
か
れ
て
居
る
か

　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
へ
　
　
も
　
　
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

ら
、
有
事
な
る
も
の
が
存
在
す
る
」
ご
云
ふ
考
へ
に
凝
し
て
、
生
ε
住
ご
滅
こ
の
不
成
立
を
論
号
し
て
、

　
　
　
ヘ
　
　
へ

そ
れ
を
根
糠
に
し
て
「
有
婦
な
る
も
の
、
存
在
一
を
否
定
す
る
に
あ
る
こ
ご
は
鬼
頭
の
一
問
答
に
示

さ
れ
て
居
左
。
そ
し
て
其
の
耳
蝉
が
絡
っ
て
叢
に
「
生
ビ
住
ビ
滅
ご
の
不
成
立
の
故
に
聖
岳
な
る

為
の
は
存
在
し
な
い
」
ご
云
ふ
館
結
が
置
か
れ
る
こ
ご
に
な
っ
た
。
　
三
相
品
の
論
議
は
之
で
終
っ

て
居
る
が
、
こ
の
場
合
明
々
さ
れ
る
考
へ
の
中
に
は
、
七
法
供
鎚
説
で
明
か
で
あ
っ
だ
や
う
に
、
存
在

　
　
　
　
中
軍
学
三
相
品
の
研
究
及
び
解
繹
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝
＝
ご
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忌
門
研
究
　
　
第
百
山
ハ
山
丁
岡
圃
號
「
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
一
四

ε
法
ご
に
自
謹
を
立
て
る
假
定
が
含
ま
れ
て
居
て
、
根
本
的
に
は
そ
れ
を
否
定
す
る
こ
ε
が
目
的

で
あ
る
こ
ε
．
及
び
そ
れ
は
猶
、
存
在
の
實
相
を
法
の
騰
系
に
求
め
る
た
め
の
前
提
で
あ
る
べ
き
こ

ε
を
前
章
で
考
察
し
だ
。
そ
れ
で
は
幾
膿
を
否
定
し
た
立
場
か
ら
新
た
に
存
在
を
見
な
ほ
す
ご

き
，
そ
の
實
相
ご
し
て
如
何
な
る
法
の
腱
系
が
考
へ
ら
れ
る
で
あ
ら
う
か
。
そ
れ
が
次
に
閉
る
問

題
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
を
若
し
、
三
相
品
の
論
議
が
導
く
方
向
に
求
め
る
な
ら
、
次
の
如
く
に
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

考
へ
ら
れ
よ
う
。
　
撃
ち
、
解
る
状
態
に
住
す
る
こ
こ
ろ
に
存
在
の
現
在
が
あ
る
。
　
そ
し
て
有
る
ε

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

は
存
在
が
宙
己
の
朕
態
に
住
す
る
こ
ご
で
あ
る
。
無
い
ご
は
自
己
の
歌
里
を
失
へ
る
こ
ざ
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

る
。
然
る
に
下
帯
の
存
在
に
於
て
は
住
す
る
ご
云
ふ
こ
ε
が
不
可
能
で
あ
る
。
存
在
は
必
ず
生

し
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　

ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
ゆ
　

ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　

ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
へ

じ
π
る
も
の
で
あ
り
、
常
に
滅
し
つ
、
あ
る
も
の
で
あ
る
Q
　
そ
し
て
生
じ
た
ビ
は
無
よ
り
有
に
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
ゆ
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　

ヘ
　
　
　
　
　
　
へ

成
し
た
こ
蜜
を
意
昧
し
、
滅
し
つ
、
あ
る
ε
は
有
よ
り
無
に
生
成
し
つ
、
あ
る
こ
ご
を
意
味
す
る
。

そ
れ
故
若
し
存
在
を
生
滅
の
相
で
規
定
す
る
な
ら
住
ご
い
ふ
こ
ご
は
何
施
に
も
不
可
得
に
な
り
、

有
ご
無
ご
の
二
方
面
の
生
成
關
係
を
含
ん
だ
一
つ
の
生
成
（
行
）
が
現
在
の
存
在
の
全
膿
的
な
す
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

た
に
な
る
。
然
る
に
一
方
で
存
在
の
概
念
は
何
う
し
て
も
住
の
概
念
ご
切
り
離
す
こ
ご
が
出
來

な
い
。
苔
庭
か
に
自
己
自
身
を
維
持
す
る
ご
こ
ろ
が
な
け
れ
ば
存
在
ε
云
ふ
こ
ご
が
言
は
れ
な

　
　
　
　
　
へ

い
。
む
し
ろ
住
の
成
立
す
る
ε
こ
ろ
に
存
在
が
成
立
す
る
ε
言
は
れ
よ
う
Q
問
題
は
住
を
何
違



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

に
求
め
る
か
で
あ
る
。
若
し
無
ご
の
關
係
を
切
り
離
し
て
有
る
ご
云
ふ
・
こ
ご
だ
け
に
住
を
求
め

る
な
ら
、
そ
れ
は
抽
象
的
な
住
で
あ
っ
て
、
爲
；
フ
云
ふ
住
は
不
可
得
で
あ
る
。
　
そ
れ
は
生
滅
か
ら
切

り
離
さ
れ
た
住
で
あ
る
。
宮
島
的
な
住
は
有
と
無
ご
の
關
係
を
含
ん
．
だ
生
成
を
中
に
含
む
ご
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

う
に
求
め
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
に
存
在
の
全
禮
相
が
あ
り
、
随
っ
て
そ
こ
に
存
在
の
住
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

現
在
す
る
こ
ご
に
な
る
。
斯
か
る
住
は
生
ご
滅
ご
を
中
に
含
む
も
の
で
あ
る
。
有
る
こ
ご
、
無
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

こ
ご
、
生
す
る
こ
ご
、
滅
す
る
こ
ご
、
住
す
る
こ
ご
等
の
法
は
斯
く
の
如
く
住
を
頂
鮎
こ
し
て
禮
系
づ

け
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。
そ
し
て
斯
か
る
法
の
鴨
系
を
含
む
ビ
こ
ろ
に
現
實
の
存
在
（
び
解
く
ρ
）
の
實

相
が
あ
り
、
そ
の
實
相
そ
の
も
の
に
於
て
有
る
三
面
（
＄
争
び
冨
奉
）
に
至
っ
て
、
初
め
て
、
常
に
自
巳
の
状

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

態
に
住
す
る
「
こ
ご
が
可
能
に
な
る
で
あ
ら
う
。
そ
れ
は
現
在
の
存
在
が
有
爲
な
る
も
の
で
あ
る

　
　
　
　
　
ヘ
　
へ
　
　
も
　

ヘ
　
ヘ
　
へ

に
樹
し
、
唯
だ
無
爲
な
る
も
の
こ
の
み
言
は
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

　
以
上
の
や
う
な
餅
結
が
三
相
品
の
論
議
か
ら
遵
か
れ
る
。
そ
し
て
眞
實
な
る
存
在
を
無
爲
な

る
も
の
に
求
め
る
龍
樹
の
問
題
を
更
に
立
ち
入
っ
て
考
へ
る
淀
め
に
は
、
涯
二
品
の
研
究
が
必
引
要

に
な
る
で
あ
ら
う
Q
一
（
昭
和
四
年
四
月
）
一

1萄1

巾
論
溜
陶
三
祁
品
り
研
究
及
び
解
羅

コ
五


